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（１） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１６年（平成年）１１月３０日　（水曜日）

　日刊建設通信新聞は、建設産業界における女性の働
き方について考え・気づく紙面「カナリヤ通信」を創
刊してから１年を迎えました。この１年、女性たちの
不安や悩み、意気込みなど生の声や建設業界における
取り組みなどを中心に掲載してきました。その中で、
編集部では１つの結論として「女性が働きやすい職場
は、男性にとっても働きやすい職場」という答えに至

りました。男女を問わず会社と社員の相互に利益と達
成感をもたらすために今、何をすべきかをしっかりと
見極め実行することで、女性が真に活躍できる社会が
構築でき、男性にとっても働きやすい環境が創出され
るのかもしれません。ことし４月に女性活躍推進法も
施行されました。そこで特集号では、国や団体、働く
女性の生の声などを発信します。

　年月３日、アフガニスタンで運営する国境なき医師団の病院が米軍による空爆
を受け、患者・スタッフ人が命を落とすという悲惨な出来事が起きました。医療施設
への攻撃はその後も世界各地で繰り返されています。私たちＭＳＦは、この「病院を撃
つな！」キャンペーンを通して広く発信し、行動に移していきたいと考えています。趣
旨にご賛同くださった皆さまには、事態の改善に向けた私たちの取り組みに、ご支援・
ご協力をいただければ幸いです。詳しくは　http://www.msf.or.jp/utsuna。

IDP Camp Sri Lanka　

Somalia　

　男性社会といわれる医師の世界で外科医と
して一線で活躍していた最中、ふとしたきっ
かけで年から「国境なき医師団」に参加。
スリランカ、リベリア、ソマリア、シリアな
ど紛争地や災害被災地に自らの意志で赴き医
療活動にあたった黒伸子氏に、仕事への意
気込みや使命感、情熱などを聞いた。

＊　　　　＊

Somalia　

　医者の世界は圧倒的な男性社会です。私が
大学を卒業して年が経ったとき女性初の大
学教授になるために戦うか、腰を据えて医療
現場で働くか迷っていました。そのような時、
国境なき医師団（ＭＳＦ）の「あなたを待っ
ている人がいます」というポスターを見たの
です。少し迷いましたが思い切って応募し、
４カ月後には外科医として派遣されました。
派遣先は、人びとが貧困や紛争に苦しんでい
る場所であり、限られた器材と時間でより多
くの命を救うには、残念ながら手術はしない
という選択に迫られたこともありました。日
本では経験しない銃創や地雷による負傷を処
置することも多く、医療環境が不十分なため
に、四肢を切断という選択をすることもしば
しばありました。また、負傷者本人ではなく、
家長の同意が得られないために治療が行え
ず、容態が悪化するという事態に直面するこ
ともありました。このような患者さんに対し
ては、医者としてできる限りその国や地域の
慣習、宗教に合わせて誠実に向き合うことが
ベストであるということを学びました。

　ＭＳＦでの経験を通して得たことは、「現
地に行ったことで学び、世界を知り、様々な
経験をしたことで価値観が大きく変わる」と
いうことです。この活動は日本にいただけで
は得られないであろう倍も倍も貴重な
体験ができる、これこそが私にとっての生き
甲斐であり醍醐味だったと思うのです。大学
病院で仕事をしていたときは、「男には負け
ない」ということにばかり意識がありました。
しかし、貧困でご飯を食べるのにも必死とい
った世界で仕事をすると、そのようなことは
どうでもいいように思えてきたのです。

　ＭＳＦは、医療従事者だけの団体と思われ
がちですが、実はロジスティシャンやアドミ
ニストレーターなど非医療スタッフたちがい
るからこそ成り立っている組織と言えます。
例えば建築士や電気技師、水・衛生専門家で
す。建築士は病院や病棟の建築・改修などを
担っていますが、そういった人たちがいるか
らこそ医療活動ができるのです。現在、ＭＳ
Ｆ日本には、３人の日本人建築士が所属して
います。その中に岩谷純子さん（日建設計）
も活躍しています。彼女は幼いころ遠い海の
向こうで困っている人たちを助ける仕事に憧
れていて、留学していたイギリスでＭＳＦの
存在を知りこの世界に飛び込んできたそうで
す。ナイジェリアでは様々な国のスタッフと
病院の改修増築計画に携わりました。現地の

資材を使い限られた予算の中でいかに良い病
院を建築するか、といったことを少人数で成
し遂げる苦労の中で、チームが一体となって
協力する大切さを学んだと聞いています。そ
ういった経験を得ることで成長し、日本の仕
事においても経験と能力が生かせているそう
です。また、日本で仕事をしている期間も、Ｍ
ＳＦの建築士仲間との交流は、お互いのよい
刺激になっているそうです。

　ＭＳＦの仕事に、男女の区別はありません。
現在、女性が６割程度を占めていますが、設
立当初は９割でした。恐らく、男性はＭＳＦ
の活動より本来の仕事優先、出世第一だった
からでしょう。しかし、近年は本当にやりた
いことを求めて応募してくる男性も多くなり
ました。

　紛争地などでは犠牲者のほとんどが女性と
子どもです。そうなると、スタッフが女性だ
と話しやすい、相談しやすいといった事情も
あって女性が好まれる傾向にあります。また、
女性の方がコミュニケーション能力が高く、
柔軟で、仕事以外のこともたくさんできます。
例えば、女性のほうが料理や趣味などで人生
を楽しむことができ、現場のニーズに敏感に
対応できるようです。ただ、そのような傾向
があるというだけで、そうでない女性もたく
さんいますし、男性でも女性以上に気配りが
でき、臨機応変に行動できる人もたくさんい
ます。要は男女という性差ではなく、個人の
特性によるのではないでしょうか。でも、日
本から現地に赴く男性医師には「料理のレシ
ピをいくつか持って行かないと生きていけな
いよ」とアドバイスしています。

　実は、ＭＳＦは日本でも活動をしています。
東日本大震災では、まずはヘリコプターを手
配して現地に赴き、求められている医療ニー
ズを調査したうえで、医療が不足していた岩
手県宮古市と宮城県南三陸町で活動を行いま
した。また、熊本地震でも熊本県南阿蘇村を
拠点に活動を行いました。

　私は、この活動以外に日本ＢＰＷ連合会の
活動に　参加しています。ＢＰＷ　　（Business 
and Professional Women）は、働く女性た
ちの国際組織ＢＰＷ　International加盟の
民間組織です。働く女性の利益を促進し社会
的地位と職業水準の向上を図るとともに、国
内外の働く女性の親交と理解を深め、世界平
和に寄与することを主な目的としています。
日本は年グローバルジェンダーギャップ
指数ランキングで位と最悪な数字を示し
ています。男性優位社会が根強く残っている
証拠と言えます。組織の中で男性が意志決定
を担っているからだと思いますが、いずれ女
性も幹部に昇進し意志決定の権限を持つよう
になり、さらに若い女性たちも声が上がれば
変わってくると思います。そのためにも、女
性の皆さんには頑張ってほしいと思います。

（くろさき・のぶこ）長崎大学医学部卒。長崎大学病院第１外科講師、健
康保険諫早総合病院、長崎医療センター小児外科医長、長崎病院外科医長
などを経て、現在は黒医院（長崎県）の院長として地域医療に関わる。
年から国境なき医師団に参加し、スリランカ、リベリア、ソマリア、
シリアなど計回の派遣で外科医として活動に従事。年３月から年３
月まで国境なき医師団日本会長。長崎県出身、歳。

■２面
◇寄稿「女性活躍推進法施行で期待すること」
・内閣府男女共同参画局局長　武川　恵子氏
・厚生労働省大臣官房審議官（雇用均等・児童家庭、
　少子化対策担当）　吉本　明子氏
・国土交通省の取り組み
■３面
◇寄稿「男女ともに働きやすい環境を求めて女性が
活躍できる社会へ」
・一般社団法人日本建設業連合会　けんせつ小町部

　会長　北井　久美子氏
・公益社団法人日本建築士会連合会副会長
　（女性委員会担当）　岡本　森廣氏
・一般社団法人全国建設業協会労働委員長
　中筋　豊通氏
・一般社団法人建設コンサルタンツ協会会長
　長谷川　伸一氏
◇日建学院の取り組み
■４５面
◇座談会「女性からのメッセージ－職場環境や働き方
などへの想い」
◇トイレ、作業着の最新事情
日本セイフティー、アイカ工業

■６７面
◇真の意味で女性が活躍できる社会を実現
・先進事例紹介けんせつ小町、設備女子会
・各県、団体の女性部会の取り組み

◇全国建設研修センター
■８９面
◇働く女性集まれ！人の本音を一挙公開
◇インタビュー「男女ともに働き方を考える」
武蔵大学助教　田中　俊之氏

◇女性活用へ企業の取り組み
ジー・オー・ピー
■２９面　作文
「ママへ　パパへ人の子どもの声が大集合」

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。
webで公開中
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厚生労働省大臣官房審議官　　
（雇用均等・児童家庭、少子化対策担当）　吉本　明子 内閣府男女共同参画局　局長　　武川　恵子

（２）（第三種郵便物認可） 第２部２０１６年（平成年）１１月３０日　（水曜日）

　子どもたちは、ママ、パパのことを
どう見ているのでしょう。小学１年生
から中学３年生までの心の声を作文に
したためてもらいました。
会社名ピンクは「ママ」、ブルーは「パパ」

◆「えるぼし」
　女性活躍推進の企業を認定
　女性活躍推進法では、一般事業主行動計画の
策定および策定した旨の届け出を行った企業の
うち、一定の基準を満たした優良な企業が厚生
労働大臣の認定を受けることができる。基準を
満たす項目数に応じて３段階。認定を受けた企
業は、認定マーク「えるぼし」を商品や広告、
名刺、求人票などに使用することができ、女性
の活躍を推進している事業主であることをアピ
ールすることができる。

◆「くるみん」
　子育てサポート企業を認定
　次世代育成支援対策推進法に基づいて一般事
業主行動計画を策定し、計画に定めた目標を達
成して一定の基準を満たした企業に厚生労働大
臣が与える認定制度。企業は「子育てサポート
企業」として認定されると認定マーク「くるみ
ん」を商品や広告、名刺、求人票などに使用で
きる。さらに、くるみん認定を受け両立支援制
度の導入や利用が進み、高い水準の取り組みを
行っている企業は「プラチナくるみん」認定が
与えられる。

　国土交通省は、建設業に
おける女性の活躍推進にお
いて、年８月に官民共
同で策定した「もっと女性
が活躍できる建設業行動計
画」を受け、５年以内に女
性技術者・技能者倍増を目
指し官民一体で取り組みを
行っている。
　主な取り組みは次のとお
り。
■『建設業　女性の活躍応
援ケースブック』先進事
例紹介
　建設業団体と共同で、女
性も働きやすい現場環境整
備などの先進事例を掲載

した『建設業　女性の活躍
応援ケースブック』を作成
した。同省ホームページや
ポータルサイト『建設産業
で働く女性がカッコイイ
！』に掲載している。
■『女性活躍支援に取り組
む地域ネットワーク事例
集』団体の取組紹介
　「『もっと女性が活躍で
きる建設業』地域協働推進
事業」によって、建設業で
活躍する女性のサポートに
取り組む〝地域ネットワー
ク〟を応援してきた。その
成果として各地域の取り組
み状況をまとめた『女性活
躍支援に取り組む地域ネッ
トワーク事例集』を作成、
団体を４つのテーマに分
けて、取り組み状況を紹介
している。
■「日建連・けんせつ小町
活躍現場見学会」小中学生
が見学

　日本建設業連合会（中村
満義会長）は同省の後援を
受けて、年に引き続き、
ことしも全国カ所で「け
んせつ小町活躍現場見学
会」を開催した。現場での
女性活躍を女子小中学生と
その保護者にアピールし、
将来の就職先として建設業
を選択する女性を増やすこ
とが目的。
■「おうちクラブ・よしも
ととコラボ」人気芸人が建
設業の魅力ＰＲ
　吉本興業グループのよし
もとクリエイティブ・エー
ジェンシーとのコラボレー
ション企画として、建設業
における女性の活躍を応援
するキャンペーンを展開し
ている。人気芸人「おかず
クラブ」をメインキャラク
ターにした『おうちクラブ』
が、建設業で活躍している
女性やこれから就業しよう
と考えている女性や若者の
姿を取り上げる。

　ワーク・ライフ・バラン
ス（ＷＬＢ）に対する社会
的な関心が高まる中、「３
Ｋ」（きつい・汚い・危険）
と揶揄（やゆ）されてきた
建設現場が生まれ変わろう
としている。
　国土交通省は、出産など
が不利にならない仕組みづ
くり（技術者の出産等の特
例）や、女性も活用しやす
い「快適トイレ」の原則化
など、推進施策をパッケー
ジ化。直轄工事における率
先行動として誰もが働きや
すい現場づくりに取り組ん
でいる。
　直轄工事における　率先
行動として打ち出すのが、
５月に公表した「建設現場
におけるワーク・ライフ・
バランスの推進～ｉＣｏ
ｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ時代
の働き方～」。
　柱の１つが、入札時に育

児休暇の取得など出産・育
児が不利にならない技術者
評価の仕組みだ。
　この出産・育児が不利に
ならない技術者評価は、４
月に改定した「直轄工事に
おける総合評価落札方式の
運用ガイドライン」に盛り
込んだ取り組みの１つ。育
児による休業期間は実績を
積めなくなってしまう課題
を解消するため、総合評価
落札方式における配置予定
技術者の評価に特例措置を
導入する。
　参加要件として配置予定
技術者に過去４年間の施工
実績を求める場合、育児に
よる休業期間を考慮した評
価を行う。例えば、１年間
の育児休業を取得していた
場合は、その期間をさかの
ぼって「過去５年間」の実
績として取り扱う。
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報
の
公
表
は

人
材
の
確
保

や
市
場
に
お
け
る
評
価
と
い

た
観

点
か
ら

事
業
主
に
と

て
も
有
用

な
も
の
と
考
え
ら
れ

積
極
的
な
公

表
が
期
待
さ
れ
ま
す

政
府
で
は


各
事
業
主
の
情
報
を

一
覧
で
閲
覧

・
比
較
で
き
る
よ
う
﹁
見
え
る
化
﹂

サ
イ
ト
を
開
設
し

社
会
全
体
の
女

性
活
躍
推
進
に
向
け
た
取
組
を
促
し

て
い
ま
す


　
ま
た

同
法
お
よ
び
﹁
女
性
の
活

躍
推
進
に
向
け
た
公
共
調
達
及
び
補

助
金
の
活
用
に
関
す
る
取
組
指
針
﹂

に
基
づ
き

国
の
調
達
の
う
ち

総

合
評
価
落
札
方
式
・
企
画
競
争
に
よ

る
公
共
工
事
を
含
む
調
達
に
お
い

て

女
性
活
躍
の
前
提
と
な
る
ワ


ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
推
進
企

業
︵
え
る
ぼ
し
認
定
企
業
や
女
性
活

躍
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画
を
策

定
し
た
中
小
企
業
等
︶
を
加
点
評
価

す
る
取
組
を

原
則
２
０
１
６
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す

外
国
法
人

の
認
定
等
相
当
の
確
認
を

月
か
ら

開
始
し
た
こ
と
に
よ
り

Ｗ
Ｔ
Ｏ
対

象
事
業
に
お
い
て
も
順
次
導
入
さ
れ

ま
す


　
こ
の
取
組
の
対
象
事
業
規
模
は
約

５
兆
円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ

り

企
業
が
女
性
活
躍

働
き
方
改

革
を
進
め
る
新
し
い
イ
ン
セ
ン
テ


ブ
と
な
り
ま
す
さ
ら
に
今
後
は


独
立
行
政
法
人
等
で
も
実
施
し

地

方
公
共
団
体

東
京
オ
リ
ン
ピ

ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ク
関
連

民
間
企

業
等
に
も
同
様
の
取
組
を
働
き
か
け

て
い
き
ま
す


　
建
設
業
界
に
お
い
て
は

こ
れ
ま

で
も

﹁
け
ん
せ
つ
小
町
﹂
の
愛
称

の
活
用
や
建
設
現
場
の
環
境
改
善
を

始
め
女
性
人
材
の
確
保
・
育
成
等
の

取
組
を
着
実
に
進
め

内
閣
府
の

﹁
理
工
チ

レ
ン
ジ
﹂
事
業
に
お
い

て
も

女
子
生
徒
等
の
理
工
分
野
へ

の
進
路
選
択
支
援
等
に
御
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
今
年
は


女
性
活
躍
推
進
法
も
施
行
さ
れ

さ

ら
に

企
業
ト

プ
や
管
理
職
を
始

め
と
す
る
意
識
改
革
働
き
方
改
革


認
定
取
得
等
を
進
め
る
こ
と
で

女

性
の
活
躍
が
進
み

ひ
い
て
は

女

性
だ
け
で
な
く
男
性
に
と

て
も
よ

り
働
き
や
す
く

よ
り
生
産
性
の
高

い
職
場
が
広
が

て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す


　
﹁
カ
ナ
リ
ヤ
通
信
﹂
が
創
刊
１
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に

心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す

こ
こ
数
年
の
建

設
産
業
界
の
女
性
活
躍
に
向
け
た
取

り
組
み
は
大
変
素
晴
ら
し
く

女
性

活
躍
を
推
進
し
て
い
る
厚
生
労
働
省

と
し
て
は
大
変
期
待
し
て
い
ま
す


そ
し
て

そ
の
動
き
を
バ

ク
ア


プ
す
る
こ
の
﹁
カ
ナ
リ
ヤ
通
信
﹂
の

１
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
紙
面
に

寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き

感
謝
申

し
上
げ
ま
す


　
女
性
活
躍
を
一
層
加
速
化
す
る
た

め

本
年
４
月
か
ら
﹁
女
性
活
躍
推

進
法
﹂が
全
面
施
行
さ
れ
て
い
ま
す


こ
の
法
律
で
は

各
企
業
が
自
社
の

女
性
の
活
躍
の
状
況
把
握
・
課
題
分

析
を
行

た
上
で

女
性
の
活
躍
を

進
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
﹁
行
動

計
画
﹂
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
等
を

お
願
い
し
て
い
ま
す

３
０
１
人
以

上
は
義
務

３
０
０
人
以
下
は
努
力

義
務
と
い
う
枠
組
み
に
な

て
い
ま

す
が

現
在
３
０
１
人
以
上
の
企
業

の
行
動
計
画
届
出
率
は

％
を
超

え

ま
ず
は
円
滑
な
ス
タ

ト
が
切

れ
た

と
い
う
状
況
で
す


　
３
０
０
人
以
下
の
企
業
に
つ
い
て

は
努
力
義
務
と
い
う
こ
と
で

ま
だ

行
動
計
画
の
策
定
等
に
取
り
組
ま
れ

て
い
な
い
企
業
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が

人
材
不
足
対
策
等
の
観
点
か

ら
も
女
性
の
活
躍
に
向
け
た
取
り
組

み
は
有
効
で
す
厚
生
労
働
省
で
は


﹁
女
性
活
躍
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ

﹂

︵
女
性
活
躍
推
進
の
分
野
に
お
け
る

企
業
支
援
の
専
門
家
︶が
電
話
相
談


個
別
訪
問
等
で
行
動
計
画
の
策
定
等

に
つ
い
て
き
め
細
や
か
に
支
援
す
る

﹁
中
小
企
業
の
た
め
の
女
性
活
躍
推

進
事
業
﹂
︵
委
託
事
業
︶
や

行
動

計
画
の
﹁
取
り
組
み
目
標
﹂
を
達
成

し
た
場
合
等
に
支
給
さ
れ
る
﹁
女
性

活
躍
加
速
化
助
成
金
﹂
︵
３
０
０
人

以
下
の
企
業
の
場
合
の
支
給
額

万

円

数
値
目
標
も
達
成
す
れ
ば
更
に


万
円
を
支
給
︶
等
に
よ
り
支
援
し

て
い
ま
す
の
で
こ
れ
ら
を
活
用
し


ぜ
ひ
積
極
的
に
お
取
り
組
み
く
だ
さ

い


　
ま
た

女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す

る
状
況
な
ど
が
優
良
な
事
業
主
は


﹁
え
る
ぼ
し
﹂
認
定
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

認
定
を
取
得
す
る

こ
と
で

女
性
が
活
躍
す
る
企
業
で

あ
る
こ
と
が
Ｐ
Ｒ
で
き

優
秀
な
人

材
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す

さ
ら
に

国
や
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す
る
総
合
評
価
落
札

方
式
等
に
よ
る
公
共
調
達
に
お
い

て

え
る
ぼ
し
認
定
企
業
が
加
点
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
も
あ
り
ま
す


　
さ
ら
な
る
女
性
活
躍
に
向
け


﹁
行
動
計
画
﹂
に
沿

て
具
体
的
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き

建

設
産
業
界
に
お
い
て

ま
す
ま
す
女

性
が
活
躍
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
力

強
い
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま

す


　
女
性
活
躍
推
進
法
や
助
成
金
等
の

詳
細
は
厚
労
省
ホ

ム
ペ

ジ
上
の

﹁
女
性
活
躍
推
進
法
特
集
ペ

ジ

︵http://www.m
hlw.go.jp/st

f/seisakunitsuite/bunya/0000
091025.htm

l

︶
﹂
を
ご
覧
い
た
だ

く
か

各
都
道
府
県
労
働
局
の
雇
用

環
境
・
均
等
部
︵
室
︶
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

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働くママへ、パパへ

　一般社団法人日本建設業連合会けんせつ小町部会長　北井　久美子　

問題意識を生起する羅針盤

　一般社団法人建設コンサルタンツ協会会長　長谷川　伸一　

自然体で活躍できる風土醸成

　一般社団法人全国建設業協会労働委員長　中筋　豊通　

女性活躍に理解と支援策必要

日建学院　１級建築施工管理技士学科・１級土木施工管理技士学科資格取得講座

「女性力」応援キャンペーンで割引実施

　公益社団法人日本建築士会連合会副会長（女性委員会担当）　岡本　森廣　

自らの人生が最高であるために

（３） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１６年（平成年）１１月３０日　（水曜日）

　カナリヤ通信は、創刊以来、
「キャリアアップ」「ワークとラ
イフの両立」「妊娠・出産」「職
場環境の改善」といった多彩な切
り口で、働く女性の声を取り上げ、
多くの問題提起や改革提案を掲載
してこられました。この連載によ
り「けんせつ小町」は大いに力づ
けられ、管理職や男性陣にとって

も有益な情報となったものと思い
ます。
　日建連では、愛称「けんせつ小
町」とそのロゴマークを決め、
「けんせつ小町工事チーム」をＰ
Ｒして女性の入職を歓迎するほ
か、マニュアルを作って女性が働
きやすい職場環境の整備を促すな
ど、女性の活躍推進の取り組みを
強化しています。永きにわたり

「男の世界」であった建設業界で、
これまでけんせつ小町部会の活動
を推進し、理解してほしいと感じ
ることが２つあります。１つは、
「女性が働きやすい職場」は、実
は男性にとっても働きやすい職場
であること。２つ目は、育児や介
護が女性・男性共通の課題となり
つつある今、仕事の効率化・合理

化によってそのための時間を生み
出すことが（女性だけでなく）男
性にも問われていることです。
　「女性の活躍推進」から始まっ
た取り組みが、環境改善、就業時
間、働き方という、より包括的な
課題への問題意識を生起すると認
識しており、カナリヤ通信がその
羅針盤としての役割を果たされる
ことを期待いたします。

　建設コンサルタントを目指す人
に共通していることは、男女を問
わず国土創造を通して、国民の安
心・安全で快適な生活に関わって
いきたいという「明確な志と価値
観を持ち自己実現を目指す人財」
です。
　芸術や文化、スポーツの世界で
は、女性は個々の個性を発揮する

視点で活躍が語られていますが、
これまで建設業で言われる３Ｋの
イメージの中で、「意味のない長
時間労働のきつい男性社会」に代
表された、建設コンサルタントの
将来の担い手としての女性技術者
が全体の％まで増加してきた機
会を捉えて、女性がより一層活躍
できる制度、職場環境等の整備が、
経営者の覚悟として求められてい

ます。
　男女ともに育児や介護等の両立
ができる制度やワークシェアを、
企業自ら進めることは当然の事と
して、国等の発注機関が法整備に
基づく女性の活躍を推進する企業
に、制度支援等のインセンティブ
を与えることも当然必要となって
きます。

　今後も女性の能力やコミュニケ
ーション、ものづくり力、また時
間管理の高さ等、職業適性を持つ
女性自らが責任ある立場を積極的
に求めることを特別視せず、自然
体で活躍できる制度と業界風土の
醸成を目指していくことが、建設
コンサルタントが本当の意味で変
革する未来社会に対応できること
になると考えています。

　年の国土交通省と建設業団
体との会談から、全建では従来以
上に女性活躍に向けた取り組みを
進めてきました。各都道府県建設
業協会では座談会や広報資料作成
（私の地元の島根でも、ドボジョ
の活躍をカレンダーで紹介）等が
行われ、動きは広がってきました。
女性部会も新潟県協会を皮切り

に、長野、宮城でも組織ができ、
機運は盛り上がってきています。
　全建では、「女性の活躍の場の
拡大へのロードマップ」の策定、
アンケート、フォーラムの実施な
ど女性の活躍をアピールし、働く
女性にエールを送ってきました。
　こうした際、育児経験のある女
性にできるだけ出演をお願いして
きました。結婚・出産・育児のラ
イフイベントと仕事との両立がク

リアな形で提示できないと、若い
方の入職促進は難しいとの判断に
よります。
　彼女たちは活き活きと頑張って
いるし個社も努力していますが、
女性の活躍を広げるにはさらなる
取り組みが必要です。女性活躍推
進法制定に続き、政府でも働き方
改革が進められようとしており、

社会的な理解と各種支援策が強化
されることを期待しています。
　もちろん発注者の理解も重要で
す。担い手３法の趣旨が民間工事
にも浸透し、女性を含めた担い手
の確保が進められるよう行政にお
願いしたいし、全建としても更に
工夫をしながら各都道府県協会と
共に女性の活躍の場を増やし建設
業の魅力を高めるよう取り組みを
強化していく考えです。

　株式会社建築資料研究社（本社・東京
都豊島区、馬場栄一社長）が運営する日
建学院は、女性技術者の資格取得・人材
育成に早くから取り組んできた。
年、国土交通省と日本建設業連合会な
ど建設業５団体が「もっと女性が活躍
できる建設業行動計画」を策定し、５年
以内に女性技術者・技能者を万人か
ら万人に増やすことを打ち出した。

　エンジニアとして誇りを持ち、現場
で活躍する女性を「ｅＡＮＧＥＬＳ
（イーエンジェル）」と名付け、「この

国の現場は女性の力を求めています」
をキャッチコピーに掲げ、同学院で資
格取得した女性技術者を配したポスタ
ーを独自に制作し、富士教育訓練セン

ターをはじめ、関係団体に掲示し、Ｐ
Ｒ活動を行ってきた。
　月からは建設産業に携わる女性ら

の資格取得、スキルアップを支援する
「建築・土木施工管理受験生応援キャ

ンペーン」を展開している。
　キャンペーン期間は年３月末ま
で。女性限定の「女子力」応援キャン
ペーンとして、１級建築施工管理技士

コース、１級土木施工管理技士コース
の講座受講料の割引を行うもの。

　また、歳以下の者を対象とした
「若年者」応援キャンペーン、学生時
に技術検定を受け学科合格した人を対
象とする「２級建築施工」応援キャン
ペーンも実施している。
　申し込み、問い合わせは、フリーコ
ール、日建学院コール
センター、もしくは最寄りの日建学院
まで。

　大阪府建築士会長として大阪府
下市町村長さんと普く御会いす
るようになって４年目、女性建築
士の委員会・審議会・ＰＴ登用依
頼に加えて、首長の評価の深耕に
感じ驚くことが格段に多くなった
と思います。明日への期待の重さ
は台風に伴う荒波が岩を打つ強さ
に似ている潮流といえば言い過ぎ
だろうか！確かに日本社会の少子

高齢化、人口減少、グローバル化
等から生産年齢人口減少は避けら
れず、加えて社会保障費の増大対
策の一環として女性活躍推進、高
齢者雇用促進、外国人雇用増大等
を政府は財界と協働して、あるい
はＡＳＥＡＮ諸国とのＯＤＡの一
つとして政策展開しています。こ
れは待機児童等の子育て環境整備
や大企業管理職アップ等の女性活
躍推進法にも示されています。が

男女雇用機会均等法が制定され
年、何故進展しないのか！例えば
結婚・出産・子育て・介護等が効
果を発揮し自然人口増加率がアッ
プしても果実は約年後です。女
性の活躍は社会に潤いとバランス
と閉塞社会や自然災害大国等社会
不安に欠かせない存在と考えま
す。そのためには社会が覚悟して
意識して真に取り組み空気を変え

なければと憂う。強制するクォー
ター制度や訓練・研修の機会均等、
様々なビッグプロジェクト参画が
当たり前、昇進昇給も同様とする
社会意識醸成が肝要です。思いや
りがあり用意周到、粘り強さを現
状に満足しない女性建築士の一歩
前に進む気概と、何よりも自分の
人生が最高であるような歩みを強
化する建築士会活動に繋げたい。
社会から信頼に足る組織に！
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働くママへ、パパへ

身
の
丈
に
合

た
行
動
計
画
に

離
職
さ
せ
ず
ど
う
活
躍
さ
せ
る
か

多
様
な
ロ

ル
モ
デ
ル
あ
れ
ば

就
業
時
間
を
効
率
的
に
使
う

座 談 会　
　
出
産
や
育
児
を
し
な
が
ら
　

　
　
　
仕
事
が
で
き
る
職
場
へ
と

働
き
や
す
い
制
度
が
で
き
　
　
　

　
女
性
の
就
業
者
数
が
増
え
　
　

　
　
　
　
　
環
境
が
整

て
き
ま
し
た

（４）（第三種郵便物認可） 第２部２０１６年（平成年）１１月３０日　（水曜日）

Ｗさん
ゼネコン勤務、技術職
歳代　２児の母

Ｈさん
ゼネコン勤務、技術職

歳代　既婚

Ｓさん
専門工事業勤務、技術職

歳代　独身

Ｙさん
設備勤務、事務職
歳代　独身

　ことし４月に女性活躍推進法が施行され、従業員
人以上の企業などに数値目標を盛り込んだ行動
計画を策定し公表しなくてはならなくなるなど、女
性を取り巻く環境は時々刻々と変化しています。今
回、１回目の座談会にご登場いただいた皆さまに再
度ご登場いただき、１年を振り返りつつ、今後、女
性活躍に向けてやるべきことは何かについて、ざっ
くばらんに語り合っていただきました。

｜
｜
４
月
に
女
性
活
躍
推
進
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
１
年
を
振
り

返

て
職
場
で
変
化
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か

　
Ｙ
　
１
年
前
は
人
事
部
に
異
動
し
た

ば
か
り
で
し
た

今
ち

う
ど
２
回
目

の
採
用
活
動
に
あ
た

て
い
ま
す

今

年
は
１
０
１
人
を
採
用
し
ま
し
た
が


本
当
に
人
手
不
足
で
募
集
に
は
苦
労
し

て
い
ま
す

今
後

採
用
し
た
彼
ら
彼

女
ら
を
ど
う
活
躍
さ
せ
離
職
さ
せ
な
い

か
が
大
き
な
課
題
で

い
ろ
い
ろ
な
対

策
を
検
討
し
て
い
ま
す

ま
た

社
内

に
女
性
活
躍
推
進
委
員
会
も
発
足
し
ま

し
た


　
女
性
活
躍
推
進
法
で
は
従
業
員
３
０

１
人
以
上
の
企
業
と
国
や
自
治
体

地

方
公
共
団
体
は
２
０
１
７
年
４
月
１
日

ま
で
に
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
行
動

計
画
を
策
定
し
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
が

目
先
の
数
字
を
合
わ

せ
る
だ
け
に
な
り
が
ち
で
す

数
値
目

標
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
中

身
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

弊

社
で
は


年
３
月
ま
で
に
女
性
社
員

を
全
体
の

％
以
上
の

｜

人
に
増

や
す
と
い
う
形
に
し
て
い
ま
す


　
今
年
は
女
性

人
を
採
用
し
ま
し

た

あ
え
て
女
性
を
多
く
採
ろ
う
と
し

た
わ
け
で
も
な
か

た
の
で
す
が

入

社
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
人
が
多
か


た
で
す
総
合
職
事
務
系
で
は
昨
年
は

ゼ
ロ
で
し
た
が
今
年
は

人
に
な
り


配
属
に
思
案
し
て
い
ま
す

イ
ン
タ


ン
シ

プ
の
参
加
者
も
昨
年

人
に
対

し
今
年
は

人
と

関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す


　
Ｓ
　
自
分
の
立
場
な
ど
に
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が

女
性
活
躍
推
進

法
の
関
係
で
行
動
計
画
を
策
定
し

女

性
社
員
を
集
め
た
会
を
２
回
開
催
し
よ

う

新
入
社
員
の
１
割
を
女
性
に
し
よ

う
と
目
標
が
立
て
ら
れ
ま
し
た

し
か

し

女
子
会
は
ま
だ
開
催
さ
れ
て
い
ま

せ
ん

﹁
ど
う
な

て
い
る
の
﹂
と
聞

い
て
も

そ
も
そ
も
誰
が
そ
の
会
を
発

案
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
し

社
内
で

知
ら
な
い
人
も
多
い

と
り
あ
え
ず
行

動
計
画
を
つ
く
り

内
容
は
と
に
か
く

形
を
整
え
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね

内

容
は
う
ち
の
よ
う
な
規
模
の
専
門
工
事

会
社
に
し
て
は
立
派
な
こ
と
が
盛
り
込

ん
で
あ
り
ま
す
が

﹁
う
ち
で
は
実
現

で
き
な
い
な
﹂
と
い
う
印
象
を
抱
い
て

し
ま
い
ま
し
た

身
の
丈
に
合

た
計

画
を
作
成
し
た
方
が
い
い
よ
う
に
思
い

ま
す


　
社
内
の
変
化
と
し
て
は


歳
代
の

女
性
社
員
で
出
産
し
て
復
帰
し
て
い
る

人
が
数
人
い
ま
す

た
だ
２
年
近
く
職

場
を
離
れ
る
と

い
ざ
復
帰
し
て
も
同

期
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
が
で
き
な
く
て

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
と

今
は
ゆ


く
り
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
人
で
分
か

れ
ま
す
ね


　
復
職
し
て
か
ら
が
ん
ば

て
し
ま
う

人
に
も
問
題
が
あ

て

お
迎
え
や
突

然
の
早
退
で
仕
事
が
終
わ
ら
な
い
か
ら

持

て
帰
ろ
う
と
し
ま
す

そ
れ
は
非

常
に
問
題
が
あ
る
の
で

割
り
切

て

仕
事
を
し
て
く
れ
た
方
が
い
い
で
す


　
Ｈ
　
会
社
は
こ
の
１
年
で
ず
い
ぶ
ん

変
わ
り
ま
し
た

土
木
系
女
性
総
合
職

対
象
の
研
修
で
は

社
内
制
度
の
周
知

や
現
状
の
聞
き
取
り

ロ

ル
モ
デ
ル

の
紹
介
や
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た

参
加
者
は

人

う
ち
９
人
が
新

入
社
員
で
し
た

い
ま
や
仕
事
や
性
格

は

性
差
よ
り
個
性
差
の
方
が
大
き
い

と
い
う
認
識
で
す

女
性
活
躍
推
進
法

の
行
動
計
画
に
記
載
す
る
数
値
目
標
に

つ
い
て
は﹁
採
用
人
数
を
決
め
る
た
め
﹂

と
い
う
説
明
が
あ
り

納
得
し
て
い
ま

す

と
に
か
く
７
割
近
く
が

歳
代
な

の
で
産
休
・
育
休
が
多
く

保
育
園
に

入
れ
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
問
題
に
な


て
い
て

も
し
入
れ
な
け
れ
ば
仕
事

を
辞
め
な
く
て
は
い
け
な
く
な

て
し

ま
い
ま
す

企
業
内
保
育
園
の
設
置
や

在
宅
ワ

ク
な
ど
を
取
り
入
れ
る
必
要

性
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
ま
す


　
こ
う
い

た
積
極
的
な
取
り
組
み
は

若
い
世
代
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
す
が

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ


ジ
が
﹁
結
婚
・
出
産
あ
り
き
﹂
と
い

う
前
提
に
立

て
い
る
の
は
ど
う
か
と

思
う
部
分
も
あ
り
ま
す
結
婚
し
な
い


で
き
な
い
人
も
い
る
し

子
ど
も
を
持

た
な
い

持
て
な
い
人
も
い
る

Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん


も
ち
ろ
ん

出
産
・
育
児
と
い
う
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
が
最
も
会
社
と
の
両
立
が

大
変
な
の
で

制
度
を
確
立
し
て
周
知

し
て
若
い
人
た
ち
に
安
心
し
て
も
ら
う

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
が

ジ

ン

ダ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
よ

う

研
修
な
ど
で
は
﹁
い
ろ
い
ろ
な
ス

タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
ね
﹂
と


一
言
前
置
き
が
必
要
か
と
思
い
ま
す


ま
だ
ロ

ル
モ
デ
ル
が
少
な
い
の
で


ど
う
し
て
も
﹁
結
婚

出
産

育
児
﹂

の
ロ

ル
モ
デ
ル
ば
か
り
が
先
行
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す


　
Ｍ
　
２
年
前
ま
で
土
木
総
合
職
の
女

性
は
６
人
で
し
た
が

こ
こ
２
年
で
４

人
ず
つ
採
用

来
年
も
４
人
の
採
用
が

決
ま

て
お
り

大
き
く
人
数
を
増
や

し
て
い
ま
す

女
性
だ
か
ら
採
用
し
た

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が


会
社
の
行
動
計
画
で
は
採
用
者
数
に
占

め
る
女
性
総
合
職
比
率
を

％
に
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す


ま
だ
辞
め
た
人
は
い
な
い
で
す
が

人

数
が
増
え
た
こ
と
で
本
人
の
希
望
に
沿


た
配
属
先
に
で
き
な
い
な
ど
と
い


た
問
題
も
今
後
あ
り
そ
う
で
す


　
社
内
で
は
女
性
活
躍
推
進
を
考
え
る

委
員
会
が
あ
り

女
性
交
流
会
の
開
催

や
子
育
て
支
援
施
策
の
改
定
な
ど
を
行


て
い
ま
す

今
は
総
合
職
の
女
性
だ

け
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が


い
ず
れ
は
一
般
職
も
含
め
た
全
女
性
社

員
を
集
め
た
交
流
会
は
や
り
た
い
で
す

ね

た
だ

技
術
系
と
事
務
系

現
場

と
内
勤
の
よ
う
に
分
野
の
違
い
や

年

齢
層
の
広
さ
に
よ

て

考
え
方
や
悩

み
が
違
い
ま
す

も

と
子
育
て
支
援

が
ほ
し
い
と
い
う
人
も
い
れ
ば

い
ら

な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
し

女
子
だ

か
ら
と
集
め
ら
れ
て
も
困
る
と
言
う
人

も
い
る

社
内
交
流
と
し
て
は
い
い
取

り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
が

全
員
に
意

義
の
あ
る
会
に
す
る
と
か

提
案
を
作

る
と
い
う
の
は
難
し
い
と
感
じ
て
き
ま

し
た

ま
た

そ
れ
と
は
別
方
向
の
活

動
と
し
て
は
少
人
数
で
も
い
い
の
で


﹁
作
業
着
を
考
え
る
会
﹂
と
か
﹁
有
給

取
得
を
考
え
る
会
﹂
な
ど
働
き
方
を
考

え
る
よ
う
な
会
を
男
性
と
合
同
で
や
れ

る
よ
う
に
な

て
い
け
ば
い
い
と
思
い

ま
す


　
入
社
２
年
目
で
ベ
ト
ナ
ム
人
の
後
輩

が
出
産
し
ま
し
た
が

育
児
の
こ
と
も

考
え
出
産
前
の
所
属
部
署
︵
本
社
︶
で

は
な
く
ベ
ト
ナ
ム
の
現
場
で
復
帰
し
ま

し
た

特
例
で
は
あ
り
ま
す
が

土
木

部
門
は
小
さ
い
の
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

対
応
が
で
き
ま
し
た

若
い
人
た
ち
が

﹁
そ
う
い
う
働
き
方
も
可
能
﹂
と
思
う

き

か
け
に
な

て
良
か

た
と
思
い

ま
す


　
Ｅ
　
う
ち
の
会
社
は
﹁
女
性
活
躍
推

進
法

て
何
﹂
と
い
う
感
じ
で
す
ね


新
卒
の
女
性
は
何
年
も
入

て
い
ま
せ

ん
し

特
別
取
り
組
み
を
し
て
い
る
よ

う
に
は
見
え
な
い
で
す

親
会
社
の
話

で
す
が

女
性
の
場
合

技
術
職
以
外

は
出
産
し
た
ら
辞
め
る
の
が
通
例
で
し

た
し

辞
め
な
か

た
人
で
も
別
会
社

に
異
動
に
な
り
ま
し
た

で
も

最
近

営
業
や
広
報
の
女
性
が
育
休
を
と

た

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
し

親
会

社
が
変
わ
れ
ば
う
ち
の
会
社
も
少
し
ず

つ
変
わ
る
と
思
い
ま
す
が

そ
も
そ
も

女
性
の
正
社
員
が
す
ご
く
少
な
い
の
で

不
明
で
す
ね


　
身
近
に
感
じ
て
い
る
変
化
は

課
長

に
昇
進
し
た
男
性
が
管
理
職
に
な

て

も
育
児
の
た
め
に
休
暇
や
早
退
を
し
て

い
る
こ
と

う
ち
は
育
児
に
関
し
て
は

寛
容
だ
と
思
い
ま
す

た
だ

事
務
系

は
男
性
で
も
育
児
を
し
や
す
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が

営
業
は
な
か
な
か
休

み
に
く
い
の
で

営
業
サ
イ
ド
か
ら
は

﹁
い
い
よ
な
﹂
と
な
り
ま
す
し

そ
の

ギ


プ
を
埋
め
ら
れ
る
の
か
疑
問
で

す


　
Ｗ
　
こ
の
１
年

私
の
周
辺
で
は
変

化
は
あ
ま
り
な
い
で
す

ど
ち
ら
か
と

い
う
と

既
に
軌
道
に
乗

て
い
る
と

い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

自
分
が

入
社
し
た
こ
ろ
女
性
は
み
ん
な
顔
見
知

り
に
な
れ
る
程
度
の
人
数
し
か
い
な
か


た
の
で
す
が

採
用
数
が
増
え
た
の

で
今
は
難
し
い
で
す
ね

そ
れ
に
い
ろ

い
ろ
な
管
理
が
自
分
の
入
社
し
た
時
と

違

て
い
ま
す

私
の
若
い
こ
ろ
は
上

司
と
相
談
し
て
時
短
な
ど
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に
対
応
し
て
い
た
の
で
す
が

今
は

人
事
で
シ
ス
テ
ム
に
則

て
か

ち
り

し
た
も
の
に
な

て
い
ま
す

残
業
防

止
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
も
勝
手

に
落
ち
ま
す
し

就
業
時
間
の
記
録
も

し

か
り
残
る

も
ち
ろ
ん

多
少
ず

れ
て
も
怒
ら
れ
ま
せ
ん
が

な
ん
と
な

く
ナ
ア
ナ
ア
で
切
り
回
し
て
い
た
時
代

と
は
違
い
ま
す
ね

会
社
と
し
て
は

﹁
時
間
を
う
ま
く
使
う
き

か
け
に
し

て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
が


　
Ｙ
　
う
ち
も
パ
ソ
コ
ン
は
電
源
切
れ

て
し
ま
い
ま
す


　
Ｓ
　
残
業
の
許
可
を
と

て
い
な
い

と
勤
務
表
は
入
力
で
き
ま
せ
ん
し

評

価
も
さ
れ
な
く
な
り
ま
す


　
Ｅ
　
複
雑
な
作
業
を
し
て
い
る
時
に

切
れ
た
ら
泣
き
ま
す


　
Ｈ
　
メ
リ

ト

デ
メ
リ

ト
が
あ

り
ま
す
ね

メ
リ

ト
は
言
わ
ず
も
が

な
で
す
が

デ
メ
リ

ト
と
し
て
は
始

業
前
に
ウ

ブ
ニ


ス
の
チ


ク

や
英
語
の
簡
単
な
勉
強
を
し
て
い
た
の

で
す
が
そ
う
い
う
時
間
が
持
て
な
く
な

り

い
わ
ば
ア
イ
ド
リ
ン
グ
的
な
時
間

が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

業
務
な

の
か
そ
う
で
な
い
の
か

と
い
う
線
引

き
が
難
し
く
て

業
務
に
直
接
は
関
係

な
い
け
れ
ど
付
随
し
て
気
に
な

た
こ

と
を
ち


と
残

て
と
こ
と
ん
調
べ

て
み
る

と
か
自
己
研
さ
ん
の
た
め
の

勉
強
を
会
社
で
や
る
と
か
が
で
き
な
い

で
す
ね

許
可
を
ち

ん
と
取
れ
ば
い

い
だ
け
の
話
で
す
が

わ
ざ
わ
ざ
そ
こ

ま
で
し
て
調
べ
も
の
に
し
ろ
勉
強
に
し

ろ
や
ら
な
い
と
か

家
に
持
ち
帰

て

や

て
非
効
率
に
な

た
り
す
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
り

自
由
の
な
さ
が
首
を

絞
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す


｜
｜
男
性
の
育
休
は
進
ん
で
い
ま

す
か

　
Ｍ
　
身
近
に
育
休
を
取

て
い
る
男

性
の
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
で
す


　
Ｈ
　
保
育
園
の
送
り
で
時
短
を
取


て
い
る
男
性
が
数
人
い
ま
す


　
Ｙ
　
男
性
が
育
休
を
取
る
と
く
る
み

ん
認
定
が
も
ら
え
る
の
で

社
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す


　
Ｈ
　
育
休
は
手
続
き
が
か
な
り
面
倒

な
の
で

有
給
で
取
得
す
る
人
も
い
る

よ
う
で
す
が

男
性
の
育
休
や
時
短
勤

務
も
少
し
ず
つ
で
す
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す

実
際
に
現
場
勤
務
の
男
性
社

員
が
２
週
間
有
給
を
利
用
し
て
試
し
た

と
こ
ろ

遠
隔
で
仕
事
を
サ
ポ

ト
で

き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

た
だ


地
方
で
は
私
と
同
年
代
で
も
い
ま
だ
に

女
性
は
結
婚
し
て
退
職

と
い
う
意
識

が
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
よ
う
で
す


　
Ｅ
　
同
僚
が
退
職
の
報
告
を
取
引
先

に
し
た
ら
﹁
え
？
結
婚
す
る
の
？
﹂
と

聞
か
れ
て
い
ま
し
た

も
う
２
児
の
母

な
の
に


　
Ｓ
　
経
営
陣
で
も
言

て
い
る
こ
と

と
染
み
つ
い
た
考
え
方
の
間
に
ギ



プ
が
あ
り
ま
す

立
派
な
方
針
を
立
て

た
り
発
表
し
た
り
す
る
け
れ
ど

男
性

社
員
が
﹁
保
育
園
の
お
迎
え
で
帰
り
ま

す
﹂
と
言

た
ら
﹁
な
ん
だ

嫁
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
﹂
と

つ
い
言

た

り
し
て
い
ま
す
ね


　
Ｍ
　
個
人
の
主
義
も
あ
る
で
し

う

し

そ
の
人
の
育

た
環
境
と
か
家
庭

に
よ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

ち
な

み
に
私
の
父
は
亭
主
関
白
で

家
事
を

し
ま
せ
ん

会
社
の
管
理
職
の
男
性
は

世
間
の
波
を
知

て
い
る
か
ら
か

そ

う
い
う
発
言
に
は
気
を
つ
け
て
い
る
よ

う
で
す


　
Ｗ
　
子
ど
も
が
２
人
い
ま
す
が

私

が
夫
の
家
事
・
育
児
を
手
伝
う
よ
う
な

状
態
で
す


　
Ｅ
　
う
ち
も
﹁
パ
パ
の
ご
飯
の
方
が

お
い
し
い
﹂と
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
す


け

こ
う
奥
さ
ん
に
し

か
り
働
い
て

ほ
し
い
と
い
う
旦
那
さ
ん
も
多
い
で
す

よ


　
Ｙ
　
今
年
の
採
用
活
動
を
見
て
い
る

と

履
歴
書
の
﹁
趣
味
﹂
の
欄
に
料
理

と
書
く
男
性
も
多
か

た
で
す

学
生

の
間
に
一
人
暮
ら
し
で
自
炊
す
る
人
も

い
ま
す
の
で

自
分
で
つ
く

た
お
弁

当
を
持

て
き
て
い
る
学
生
も
い
ま
し

た

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働くママへ、パパへ

トイレ

作業着

女
性
専
用
レ
ス
ト
ル

ム
に
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
Ｓ
登
場

女
性
目
線
で
考
え
た
　﹁
ト
イ
レ
空
間
・
Ｌ
シ
リ

ズ
﹂

■　アイカ工業　■ ■　日本セイフティー　■

本
気
で
働
く
の
は
楽
し
い
こ
と


業
界
自
分
が
変
え
る
勢
い
で

　　余談ですが…座談会ではこんな話もありました

（５） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１６年（平成年）１１月３０日　（水曜日）

　Ｈ　６号と７号のトイレ特集
で理想のトイレがありましたよ
ね。あれ、すごくわかる。私の
職場の女子トイレは何もないの
で、生理用品を入れたポーチを
自分の席から持って行くことに
なります。そうしたら男性から
「今日はデートなの？」と言わ

れることがあって。いつも化粧
っ気がないのにメイク直しに行
くと思ったのでしょうね。違う
！と心の中で叫びましたが、ト
イレに小物入れロッカーがあれ
ば解決する話ですよね。
＊トイレは居室、憩いの場であ
るとともに会社の顔にもなる大
切な場所。女性の意見を取り入
れた設備・仕様は必須です。

　Ｓ　うちの社服はウエストが
すごく細くてお尻が大きい。私
はどちらかというと細身の体型
ですが、お腹いっぱい食べると
動きづらくなるぐらいウエスト
が細いのです。当然、現場でも
動きづらくて大不評です。

＊Ｓさんの会社では、これらの
不満を解消するため他社の作業
着を取り寄せ、比較検討を始め
たそうです。作業着だけでなく
安全靴、ヘルメット等もフィッ
トするものを選ばなければ安全
を守ることができないので、女
性向けの装備一式をそろえるこ
とは急務です。

　
女
性
に
と

て
ト
イ
レ
は
大
切

な
ス
ペ

ス

ち


と
気
分
転

換
に
ト
イ
レ
に
行
こ
う
！
な
ん
て

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し


う
か

ト
イ
レ
は
今
や
憩
い
の
空

間
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す


　
そ
こ
で
ア
イ
カ
工
業

は

女
性
目
線
で
考
え

た
ト
イ
レ
空
間
・
Ｌ
シ

リ

ズ
を
開
発
し
ま
し

た

多
彩
な
柄
と
幅
広

い
商
品
に
よ
る
空
間
の

ト

タ
ル
コ

デ

ネ


ト
を
得
意
と
す
る
同

社
で
ト
イ
レ
ブ

ス


パ
ウ
ダ

ス
ペ

ス

洗
面
カ
ウ

ン
タ

な
ど

ア
ン
ケ

ト
結
果

を
も
と
に

同
性
だ
か
ら
こ
そ
気

づ
く
こ
だ
わ
り
の
ラ
イ
ン
ナ

プ

を
提
案
し
て
い
ま
す


　
例
え
ば

案
外
困
る
荷
物
置
き

場
を
一
工
夫

ち


と
し
た
ス

ペ

ス
を
有
効
活
用
し
て
置
き
場

所
を
確
保

﹁
バ

グ
ス
タ
ン
ド

カ
ウ
ン
タ

Ｌ
﹂
は
カ
ウ
ン
タ


手
前
に
立
ち
上
が
り
を
付
け
る
こ

と
で
荷
物
の
ず
り
落
ち
も
防
ぎ
ま

す


　
他
に
も

パ
ウ
ダ

ス
ペ

ス

は
顔
映
り
が
よ
い
こ
と
か
ら
白
を

ベ

ス
に
し
て
い
ま
す

化
粧
を

す
る
と
き
の
鏡
と
の
距
離
や
女
性

の
ポ

チ
の
中
身
調
査
か
ら

カ

ウ
ン
タ

は
奥
行
き
２
５
０

が

ち

う
ど
良
い
と
考
え
ま
し
た


　
使
い
や
す
く
て
見
た
目
も
洗
練

さ
れ
た
女
性
想
い
の
ト
イ
レ

お

問
い
合
わ
せ
は

同
社

電
話


｜
６
７
７
０
｜
２
０
０
７


ア

イ
カ
女
性
目
線
商
品
開
発
プ
ロ
ジ


ク
ト
　
安
井
真
由
子
さ
ん


　
汚
い

暗
い

臭
い
と
い

た

仮
設
ト
イ
レ
の
イ
メ

ジ
を
払
拭

す
る
た
め
に
開
発
し
た
女
性
の
た

め
の
清
潔
・
快
適
ト
イ
レ
﹁
ブ
リ

リ
ア
ン
ト
Ｗ
﹂
を
改
良
し

８
月

か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
の
１
人

用
﹁
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
Ｓ
﹂
の
提
供

を
開
始
し
ま
し
た

従
来
の
２
坪

タ
イ
プ
か
ら

ユ

ザ

様
の
ニ


ズ
に
お
応
え
し

設
置
面
積
の

省
ス
ペ

ス
化
と
使
用
コ
ス
ト
の

削
減
を
実
現
し

よ
り
ご
利
用
い

た
だ
き
や
す
く
な
り
ま
し
た


　
こ
の
﹁
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
シ
リ


ズ
﹂
の
便
器
は

通
常
の
水
洗
仕

様
の
ほ
か

水
洗
ト
イ
レ
の
設
置

が
困
難
な
場
所
で
も
ご
使
用
い
た

だ
け
る

便
器
の
汚
水
を
少
量
の

水
と
と
も
に
室
外
タ
ン
ク
︵
要
汲

み
取
り
︶
へ
強
力
に
吸
引
圧
送
す

る
特
殊
水
洗
ト
イ
レ﹁
シ

ト
レ
﹂

︵
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
︶
の
２
タ
イ

プ
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す

省
ス

ペ

ス
タ
イ
プ
の
Ｓ
で
も
Ｗ
と
同

様
女
性
に
嬉
し
い
設
備
と
し
て


全
身
鏡
広
い
洗
面
所
ス
ペ

ス


収
納

冷
暖
房
な
ど
も
標
準
仕
様

と
な

て
い
ま
す

さ
ら
に
ご
要

望
が
多
か

た
出
入
口
の
庇
も
標

準
仕
様
と
し
て
追
加
し
ま
し
た


　
ま
た

国
土
交
通
省
が
推
奨
す

る
﹁
快
適
ト
イ
レ
﹂
の
標
準
仕
様

と
し
て

副
電
源
の
電
池
式
の
照

明
を
備
え
た
タ
イ
プ
も
対
応
し
て

い
く
予
定
で
す

今
後
も
よ
り
多

く
の
現
場
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う

さ
ら
に
女
性
に
優
し
い
仕

様
の
ト
イ
レ
へ
と
改
良
を
重
ね
て

い
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
は

同

社

｜
６
３
６
９
｜
２
２
２
２



東
日
本
第
２
営
業
部
第
３
グ
ル


プ
・
横
島
由
喜
子
さ
ん


＊
設
計
価
格
︵
シ

ト
レ
︶

レ

ン
タ
ル
料
３
７
０
０
円
／
１
日


基
本
料

万
６
０
０
０
円

Ｅさん
メーカー勤務、事務職
歳代　１児の母

Ｍさん
ゼネコン勤務、技術職

歳代　独身

｜
｜
キ

リ
ア
ア

プ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か

　
Ｗ
　
役
職
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が


年
次
が
上
が
る
に
つ
れ
自
分
の
裁
量
で

で
き
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た

逆

に
役
職
が
付
い
て
も
あ
ま
り
メ
リ

ト

を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

事
務
畑
だ
と
仕

事
の
裁
量
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
し


目
指
し
た
い
人
は
い
ま
す

し
か
し
技

術
職
は

持

て
い
る
技
術
を
さ
ら
に

高
め
た
い
と
は
思
い
ま
す
が

キ

リ

ア
ア

プ
は
考
え
ま
せ
ん
ね


　
Ｈ
　
私
の
年
代
だ
と
男
女
と
も
に

﹁
何
を
強
み
に
生
き
て
い
く
か
﹂
に
つ

い
て
悩
む
時
期
で
す

私
は
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
逆

に
強
み
が
よ
く
分
か
ら
な
く
な

て
い

ま
す

役
職
が
付
く
と
自
分
の
手
を
動

か
す
よ
り
人
を
動
か
す
こ
と
が
増
え
て

き
ま
す
し

大
き
な
こ
と
が
で
き
る
状

況
に
な
る
で
し

う

し
か
し

﹁
上

司
と
し
て
や

て
い
け
る
の
か
﹂

技

術
職
と
し
て
の
知
識
を
﹁
広
く
浅
く
身

に
着
け
る
か
﹂﹁
突
き
詰
め
て
い
く
か
﹂

が
悩
み
ど
こ
ろ
で
す


　
Ｓ
　
数
年
前
に
ど
ん
な
技
術
分
野
で

も
対
応
で
き
る
社
員
を
育
成
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り

そ
の
人
の
得
意
分

野
以
外
の
と
こ
ろ
に
も
派
遣
し
た
り
担

当
さ
せ
た
り
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が

結
局
う
ま
く
ま
わ
ら
な
か


た

今
は
ま
た
分
野
ご
と
に
専
門
の

人
が
増
え
て
い
ま
す


　
Ｍ
　
う
ち
は
両
方
の
人
材
が
い
ま

す

深
く
追
求
し
て
い
る
人
も
い
ま
す

し


歳
に
な

て
か
ら
新
し
い
工
種

に
行
く
人
も
い
ま
す

正
解
は
な
い
と

思
い
ま
す
が

ゼ
ネ
コ
ン
は
両
方
い
な

い
と
だ
め
か
な
と
思
い
ま
す


　
Ｙ
　
採
用
活
動
を
し
て
い
る
と

毎

年
１
人
く
ら
い
必
ず
﹁
社
長
に
な
り
ま

す
﹂
と
い
う
人
が
い
ま
す


　
Ｓ
　
い
ま
す
ね

何
で
し

う

必

ず
１
人
や
２
人
は
言
い
ま
す
ね


　
Ｙ
　
う
ち
の
現
状
で
は
ず

と
技
術

で
現
場
配
属
の
女
性
は
い
な
い
で
す


ど
こ
か
で
設
計
に
入

て
内
勤
に
な
り

ま
す
し

男
性
で
も
そ
う
い
う
人
は
い

ま
す

自
己
申
告
制
度
で
異
動
を
希
望

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

私
自
身
も

購
買
部
か
ら
人
事
部
に
希
望
を
出
し
て

異
動
し
ま
し
た

長
く
会
社
に
い
た
か

ら
こ
そ
分
か
る

自
分
を
生
か
せ
る
の

が
人
事
部
だ
と
思

た
か
ら
で
す

そ

こ
で
キ

リ
ア
ア

プ
を
果
た
せ
ま
し

た


　
Ｅ
　
仕
事
は
好
き
だ
け
れ
ど
自
分
の

待
遇
へ
の
不
満
も
あ
る
し

会
社
の
将

来
に
も
不
安
が
あ
り
ま
す

﹁
親
会
社

に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

た
ら
自
分

は
残
れ
る
の
か
﹂
と
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す


　
Ｙ
　
カ
ナ
リ
ヤ
通
信
９
号
を
読
ん
で

思

た
の
で
す
が

本
当
に
他
産
業
よ

り
は
る
か
に
遅
れ
て
い
ま
す

当
社
で

も
社
外
の
方
に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が

既
に
女
性
の
活

躍
が
当
た
り
前
に
な

て
い
ま
し
た


推
進
法
の
取
り
組
み
の
中
で

研
修
を

増
や
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す

そ

の
中
に
男
性
管
理
職
へ
の
教
育
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
そ
れ
か
ら
制
度
の
整
備


ジ

ブ
ロ

テ

シ

ン

障
が
い
者

雇
用
を
含
む
ダ
イ
バ

シ
テ

へ
の
取

り
組
み
も
必
要
で
す

総
合
職
と
一
般

職
の
職
種
転
換
の
チ

ン
ス
で
も
あ
り

ま
す


　
Ｈ
　
う
ち
で
は
一
般
職
の
人
の
こ
と

を
ひ

く
る
め
て

女
性


て
言
い

ま
す

﹁
こ
の
書
類


女
性

に
コ

ピ

と

て
も
ら

て
﹂と
か
最
初


そ
う
言
わ
れ
て
私
ポ
カ
ン
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た


｜
｜
学
生
を
含
め
た
若
い
人
へ
の

メ

セ

ジ
を

　
Ｙ
　
社
会
に
出
て
働
く
と
い
う
の
は

学
生
時
代
と
は
全
く
違
う

未
知
の
世

界
に
出
る
と
い
う
こ
と
で
す

恐
れ
ず

に
チ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
し

何
事

も
と
に
か
く
や

て
み
る
こ
と
が
大
事

で
す

そ
れ
か
ら

自
分
か
ら
コ
ミ


ニ
ケ

シ

ン
を
取
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
で
す

建
設
業
界
は

明
る
く
元

気
に
や
れ
ば
大
丈
夫
で
す
も
ち
ろ
ん


会
社
も
広
い
心
で
接
す
る
こ
と
が
大
事

で
す

女
性
が
少
な
く

技
術
が
重
ん

じ
ら
れ
る
こ
の
業
界
は

特
に
そ
れ
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す


　
Ｓ
　
先
日

大
学
で
１
コ
マ
も
ら


て
会
社
の
事
業
を
紹
介
す
る
授
業
を
し

ま
し
た

そ
う
す
る
と
事
前
に
う
ち
の

会
社
の
ウ

ブ
サ
イ
ト
を
詳
し
く
見
て

く
れ
て

﹁
こ
の
技
術
が
や
り
た
い
﹂

﹁
こ
の
工
事
を
や
り
た
い
﹂
と
言

て

く
れ
る
学
生
も
い
ま
す

よ
く
調
べ
て

く
れ
た
な
と
思
う
半
面

そ
こ
だ
け
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
考
え
る
の
は
ど
う
か
と

も
思
い
ま
し
た

学
生
の
段
階
で
は


自
分
が
本
当
に
得
意
な
も
の
が
何
か
は

分
か
ら
な
い
も
の
だ
し

会
社
に
入


た
ら
希
望
ど
お
り
の
仕
事
が
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん

不
本
意
な
が
ら
や


て
み
た
ら
得
意
で
あ

た
り

好
き
に

な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

好
き

嫌
い
せ
ず
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

や
り
た
く
な

い
仕
事
に
あ
た

た
か
ら
や
ら
な
い


辞
め
る
と
い
う
の
は
も

た
い
な
い
で

す


　
Ｈ
　
基
本
的
に
﹁
何
と
か
な
る
﹂
と

思

て
い
ま
す

み
ん
な
真
面
目
す
ぎ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね

あ
る
べ
き

レ

ル
と
か
ロ

ル
モ
デ
ル
を
考
え
す

ぎ
で
は
な
い
で
し

う
か

そ
こ
に
乗

ら
な
い
と
い
け
な
い

そ
の
モ
デ
ル
と

同
じ
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
必
死
に

な

て
い
ま
す
が

女
性
の
ロ

ル
モ

デ
ル
だ

て

女
性
自
体
が
少
な
い
こ

の
業
界
だ
と
す
べ
て
を
網
羅
す
る
の
は

不
可
能
で
す

一
方
で

受
け
皿
と
な

る
会
社
の
方
は
制
度
を
確
立
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す


　
Ｍ
　
建
設
業
界
を
知
ら
な
い
小
・
中

学
生
を
相
手
に
現
場
見
学
会
な
ど
で
説

明
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

学
生
で
な

く
て
も

建
設
業
界
を
よ
く
知
ら
な
い

人
は
多
い
で
す

建
築
も
土
木
も
身
の

回
り
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら

自
分
の

回
り
の
も
の
を
造

て
い
る
仕
事
に
興

味
を
持

て
ほ
し
い
で
す
ね

業
界
の

３
Ｋ
の
イ
メ

ジ
を
覆
す
の
は
難
し
い

で
す
が

き

と
建
設
業
界
は
変
わ
り

ま
す

む
し
ろ
自
分
が
変
え
る
の
だ
と

い
う
勢
い
で
来
て
ほ
し
い
で
す


　
Ｅ
　
働
く
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
で

す

こ
ん
な
に
本
気
で

い
ろ
い
ろ
な

人
と
全
員
で
や
る
と
い
う
の
は
仕
事
ぐ

ら
い
で
し

う

真
剣
に
な
る
と
い
う

の
は
楽
し
い
こ
と
で
す

そ
の
楽
し
さ

を
見
出
せ
な
い
の
な
ら
辞
め
た
ら
い

い

会
社
は
１
人
が
辞
め
た
ぐ
ら
い
で

は
潰
れ
な
い
で
す
か
ら

自
分
が
潰
れ

る
よ
り
い
い
は
ず
で
す

気
負
い
す
ぎ

ず

男
女
の
区
別
な
く
楽
し
く
真
剣
に

や

た
こ
と
は

必
ず
自
分
に
返

て

く
る
と
思
い
ま
す


　
Ｗ
　
私
は
就
職
氷
河
期
に
や

と
の

思
い
で
就
職
し
た
年
代
で
す
そ
の
後


厳
し
い
人
員
削
減
な
ど
辛
い
時
期
も
見

て
き
ま
し
た

私
自
身
は
制
度
に
も
恵

ま
れ
て

よ
く
し
て
も
ら

て
い
る
と

思
い
ま
す

そ
の
中
で
自
分
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
人
間
か
ど
う
か

何
か
あ


た
時
に
切
ら
れ
る
人
間
か
ど
う
か
と

考
え
て
い
ま
す

厳
し
い
状
況
の
中
で

就
職
し
た
の
で

若
い
人
を
見
て
い
る

と
﹁
恵
ま
れ
た
制
度
や
好
景
気
は
い
つ

ま
で
も
続
か
な
い
よ
﹂
と
言
い
た
く
な

り
ま
す

そ
の
た
め
に
は
何
か
の
ス
ペ

シ

リ
ス
ト
に
な
る
こ
と

得
意
分
野

を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
ね

最
初
は

ま
ず
や

て
み
る

挑
戦
し
て
例
え
失

敗
し
て
も

そ
れ
を
糧
に
い
ず
れ
自
分

の
も
の
に
し
て
い
け
ば
い
い

そ
れ
は

巡

て
き
た
チ

ン
ス
で
す

レ
ア
な

ケ

ス
や
初
め
て
導
入
す
る
技
術
に
取

り
組
む
の
は
し
ん
ど
い
も
の
で
す
け
れ

ど

滅
多
に
な
い
チ

ン
ス
だ
か
ら
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
下
さ
い


　
　
｜
｜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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働くママへ、パパへ

真の意味で女性が活躍
　　できる社会を実現
－各県、団体の女性部会の取り組み

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ


技術者の倍増計画をサポート
女性限定の教育研修セミナー

組織の枠を越えて情報交換

設 備
女子会

ヵ所で小中学生の現場見学会

けんせつ
小 町

（６）（第三種郵便物認可） 第２部２０１６年（平成年）１１月３０日　（水曜日）

◆大阪府建築士事務所協会「ｗｏｖｅｍｅｎ＋」①一般
社団法人大阪府建築士事務所協会第五支部②設計、ゼネコ
ン、コンサル、不動産、専門業者、建材メーカー他③協会
内で建築の研修会やイベントを計画しても男性中心で女性
にとって敷居が高いのが常となっていました。もっと女性
達が勉強や交流できる場を設けることを意図として設立し
ました④建築スキルを習得できる建築にまつわる勉強会や
講習会、感性を高めるためにヒューマンスキルや芸術、ス
ポーツを学ぶ会を２カ月に一度行っています⑤なし⑥建築
にまつわる業務に携わる女性または建築に興味のある女
性。メール会員登録⑦大阪市⑧安井建築設計事務所（武内
美奈子）・電話⑨男女の目線で＋（プラス）
を生み出すムーブメントを起こしていくために私たちは女
性が活躍できる職場作りをあらゆる企業へ促しています。
未来や社会、建築のために常に模索し活動しています。

◆青森県「あおもり女性建設技術者ネットワーク会議」①
青森県②建設業、建設関連（設計、コンサル、測量）他③地
域建設業は、社会資本の整備・維持のほか、除雪や災害対応
を担うなど、地域の安全・安心の確保に不可欠な産業ですが、
若年入職者が減少し、従事者の高齢化が進行しており、技術
や技能に優れた担い手の育成・確保が課題となっています。
今こそ女性活躍推進が必要と考え、年月日に設立さ
れました④自ら働く環境について調査・研究し、より良い職
場環境を自らが提案することにより、建設業界の意識啓発を
進め、女性建設技術者等を取り巻く労働環境の改善を図るこ
とを目的としています。女性活躍推進に関するフォーラム開
催、女性活躍推進に関する実態調査、県外建設関連女性団体
との意見交換会、現場見学会など⑤なし⑥青森県内の建設業
に携わる女性技術者および女性技能者⑦青森県内（事務局・
青森県県土整備部監理課）⑧青森県県土整備部監理課建設業
振興グループ・電話⑨私たち女性建設技術者
が活躍し、建設業の魅力を発信していくことにより、建設業
を目指す女性が１人でも増え、活躍できるよう、会員一丸と
なって取り組んでいきます。

◆群馬県建設業協会「環境すみずみパトロール隊」①一
般社団法人群馬県建設業協会②③年１月、沼田支部
において一歩進んだ安全への取り組みとして女性パトロー
ルがスタート。同年のうちに県下全支部で実施するまで
拡大。毎年人規模の女性隊員が全域をパトロール。目
的は建設業のイメージアップ（女性目線のパトロールで３
Ｋなどのマイナスイメージ払拭）、無事故無災害（安全の
基本は５Ｓ）、人材確保（安全で快適な職場づくりで入職
促進）④建設業を「誇りとやりがいを持って、安心して気
持ちよく働ける職場」にするために工事現場の５Ｓパトロ
ール、道路クリーン作戦への参加（建設業に携わる一員と
して地域貢献）、啓発活動（安全大会、ワークショップ、
シンポジウムなどで活動報告）⑤なし⑥建設業協会会員企
業の女性職員で構成（年７月にピンバッジを作成して
隊員に配布）。パトロールや道路クリーン作戦には行政か
らも女性職員が参加⑦群馬県建設業協会各支部⑧群馬県建
設業協会・電話⑨官民をあげて「女性がも
っとイキイキ働くための環境づくり」にチャレンジしてい
ます。快適職場で技術向上の喜びや、ものづくりの達成感、
地域貢献の充足感を感じてみてください。

◆大阪府建築士会、近畿建築士会協議会「事業委員会女性分
科会」①公益社団法人大阪府建築士会、近畿建築士会協議会
女性部会②建築士③女性の立場から建築士のあり方を考え、
社会的責務を認識することを設置趣旨としています④女性建
築士の観点から建築士の進むべき方向を考え、存在と社会へ
の貢献を広く市民にアピールする活動を行います。ただし、
参加を女性に限定するものではありません。活動例▷「安
心・安全　安らぎの家」発行▷「ちょっと知りたい建築セミ
ナー」シリーズ事業▷小学校での防災授業▷中学校・高校で
の職業人講話▷高校での住教育・防災に関する出前講座▷ス
キルアップのための勉強会⑤正会員１万，円、準会員
（建築士資格を取得しようとする者）１万，円⑥大阪府
建築士会の会員⑦大阪市中央区谷町３１、高田屋大手
前ビル５階⑧大阪府建築士会事務局・電話、
ファクス。http//www.aba-osakafu.or.jp⑨
本会を通じて学生時代から斯界の状況を学んでいただき、建
築士資格取得後は、会員となり社会への貢献活動に努めてい
ただくことを期待します。

◆建設コンサルタンツ協会九州支部「女性技術者委員会」
①一般社団法人建設コンサルタンツ協会九州支部②コン
サルタント③昨今の少子高齢化より、次世代の担い手が減
少傾向にあります。そこで、国は若手技術者や女性技術者
の登用を促進している。私たちの業界は、女性技術者が少
なく離職率が高い。労働環境の改善を図り、女性技術者が
働きやすい職場づくりをつくりたい。そういう思いからこ
の会を立ち上げました④年は交流会として活動。これ
から正式な委員会として活動していきます。昨年までは、
職場環境の現状や課題・問題などの意見交換を基に魅力的
な職場づくりのための対策を検討。今後は、それを具現化
するための具体的な活動を行って行く予定⑤なし⑥建設コ
ンサルタンツ協会九州支部に加入する会社の女性技術者⑦
福岡県⑧代表：岩根陽子・電話。e-mail:y_
oonishi@dfk.co.jp⑨コンサルタント業務は公共事業を自
ら計画・設計できるやりがいのある仕事です。男性社会と
おそれず、自分たちでよりよい職場環境づくりを目指して
います。

団体名①帰属団体・協会②業種③設立
の意図、きっかけ④活動方針や活動内容
⑤会費の有無⑥参加条件⑦所在地（主な
活動拠点）⑧問い合わせ先⑨学生に向け
て一言メッセージ 　五十音順

研修センター受講生と女子比率の推移

　男性中心社会と言われる建設業界でも女
性限定の教育研修セミナーが大盛況だ。全
国建設研修センターでは、建設業界に携わ
る女性にスキルアップの機会を提供する研
修を開催している。統計調査を始めて以来、
年度の受講生全体の女性参加者は
人だったが、年度は人を見込んでい
る。特に、今後の建設業界を担っていく
歳代の参加者が増加している。同セン
ター研修局は、女性限定の技術研修を新た

に展開し、年７月日から日に初めて
開催された「女性技術者による建築計画」
研修では、松田平田設計や三菱地所設計、
三井住友建設の第一線で活躍する女性を講
師に招き、建築計画で必要な専門的・実務
的知識を学んだ後、グループごとに課題に
取り組んだ。発表や質疑応答を繰り返し行
い、総合的に問題を解決する能力や実践的
な手法・考え方を磨いた。
　受講生からは、「仕事上、今まで女性で

あることをプラスに捉えたことがなかった
が、女性だからこそ気付ける問題点の洗い
出しができて、大きな励みになった」（自
治体職員）や「女性技術者の方々とグルー
プワークを通じ、交流を持てたことは大き
な刺激となった。何より女性たちで集まり、
ともに学べることが大変貴重で有意義な時
間だった」（コンサル社員）と前向きな声
が寄せられた。
　国土交通省によると、女性技術者と技能
者は年時点で約万人となり全体の３％
にとどまることから、５年後の年には倍
増させる計画を掲げている。同センターは、
女性限定研修を来年度も７月に開催し、女
性技術者の倍増計画をサポートする。
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アンケートを冊子に
することで女性の働
き方に関する考えや
声を見える化した

　設備女子会は建築設備技術者協
会を中心に設備各団体が協賛する
女性設備技術者のネットワーク組
織。会員は現在人、年齢や所

属企業規模も非常に幅広く、多彩な顔ぶれとなっ
ている。交流会や勉強会、見学会などで会員が集う
と、意外な発見や気づきが多く、組織の枠を越えて
情報交換や相談できるのが
大きなメリットだという。
　女子会の中でも先駆的な
存在で、他業種の女子会発
足のモデルケースになって
おり、アドバイスを求めら
れることもあるそう。国土
交通省が年度に創設し
た「『もっと女性が活躍で
きる建設業』地域協働推進
事業」に「建築設備六団体
協議会設備女子支援ネット
ワーク」が採択された。会

員によるブレーンストーミングを行った上で、
「働き方に関するアンケート」を実施、冊子にま
とめ建設業界に配布することで女性の働き方に関
する考えや声を「見える化」した。
　支部等の組織単位の活動も活発で、近畿支部を
皮切りに、中国・四国支部、九州支部、沖縄支所、
北信越支部新潟、中部支部が相次いで発足、さら
に高松支所、北海道支部、東北支部などが発足に
向けて準備中だ。今年度は中国・四国支部が広島
大学で出張教室を開催、大学生に就職についての
アドバイスを行った。間もなく５年目を迎える同
会は、女性の働き方、さらには男女ともに働きや
すく魅力ある環境作りに向けて、地方と連携を図
りながら活動を展開していく。
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　日本建設業連合会は、「けんせ
つ小町委員会」を発足するなど、
女性活躍推進を一層強化するため
の活動を展開している。その広報

活動の一環として、昨年から開催している女子小
中学生とその保護者を対象とした「けんせつ小町
活躍現場見学会」が今年も全国現場で開かれた。
夏休み期間中の開催とあって応募が殺到。なかな
か見ることのできない仮囲いの中に子どもたちは
興味津々で、女性技術者・技能者の話に熱心に耳

を傾けていた。現場によってはタイル張りや左官、
鉄筋などを体験できたほか、コンクリートを手で
こね成型し飾りをつけてオリジナルのフォトスタ
ンドにするなど、自由研究の題材にもなり、真剣
そのもの。「家の壁ってこんな風につくるんだ」
や「コンクリートってこんなに早く固まるんだ」
といった驚きの声も聞こえてきた。
　参加者アンケートによると、建設業界で働きた

いかという質問に対し５割が「働きたい」と答え、
また保護者もほぼ５割が「働いてもらいたい」と答
えている。また、開催側の現場の女性たちも「モチ
ベーションがあがった」と感じているという。女
性が活躍する現場を見た子どもたち「小町のたま
ご」が、いずれ建設業界で活躍するかもしれない。

ハローワークにポスター掲示
日建連と建専連

　日本建設業連合会と建設
産業専門団体連合会がタッ
グを組み、ポスターを作製
した写真。「ＷＥ　ＷＡ
ＮＴ　ＷＯＭＡＮ　ＰＯＷ
ＥＲＳ！　建設の世界でオ
ンナはもっと輝ける」と掲
げているこのポスターは全
国のハローワークなどに掲
示することで、女性技能者
の入職促進につなげたい考
えだ。
　ポスターは、全国のハローワークカ所、建
専連会員団体（約団体）の事務所、国土交通省
の出先事務所のほか、工業高校、高等専門学校約
カ所に送付した。求職中の女性に、建設業に
は女性が活躍できる職種が多数あり、また入職を
歓迎していることをまず知ってもらいたいとして
いる。
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働くママへ、パパへ

男女にかかわらず　

　働きやすい職場へ

（７） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１６年（平成年）１１月３０日　（水曜日）

◆建築設備技術者協会「設備女子会」①一般社団法人建
築設備技術者協会、設備女子支援ネットワーク支援団体、
建築設備六団体協議会②建築設備に関連する設計事務所・
建設工事業・公益事業・官公庁公社公団・メーカー・コン
サルタント・ビル管理業・不動産業・学生など③女性技術
者たちの声を聴き活躍を支援することが建築設備業界を活
性化させ皆が働きやすい環境を作ろうと男性から声が上が
りました。互いに励まし合い、高め合う情報交換の場を設
け、女性が持っている高いポテンシャルからの新しい提言
や試みを発信していきます④全国各地で交流会や勉強会・
見学会等を開催。「設備女子の働き方に関するアンケート」
（国土交通省事業支援）、メディアへ情報発信、ＨＰでイ
ベントの募集や内容を公開⑤なし⑥設備に興味がある方⑦
東京本部、全国８支部４支所のうち複数⑧同事務局・電話
、ファクス⑨建築設備は、
建築という器を生きたものにする仕事です。男性が多い職
場ですが、設備女子会の女性たちは、その中で普通に技術
者・設備家として働いています。

◆「特定非営利活動法人女性技術士の会」①なし②技術
士という資格者の団体。建設、環境、上下水道、情報工学
まで幅広い③年に、日本技術士会の女性会員有志が女
性技術士へ呼びかけ、これに応じた人で発足。その後、
年に特定非営利活動法人④科学技術の振興と発展に根
ざした豊かな社会環境整備の実現への貢献を目的とし、男
女共同参画社会の形成促進、国際協力、まちづくりの推進
を図る活動等を行う⑤年会費：個人，円、団体１万円
⑥協力会員、賛助会員制度あり⑦関東を中心に全国および
世界各国⑧e-mail:info@pej-lady.org⑨【建設部門】就職
してもついて行けるか、結婚は出来るだろうかなど不安が
あるでしょう。肝心なのは思い通りに行かない時に決して
挫けない事です。心の糸を強く張り過ぎず、臨機応変に出
来れば楽しんで仕事をしてください。【情報工学部門】勉
強してきたことを生かすには、こだわり過ぎずに時代や環
境の変化に対応して自分の領域も変えていきましょう。強
いものより対応したものが生き残り、長く仕事ができます。
学生のうちに、英語だけはしっかり勉強しておきたいです
ね。

◆日本建築士会連合会「女性委員会」①公益社団法人日
本建築士会連合会②設計、研究者、施工③設立当初は、女
性建築士の雇用差別の解消に取り組む④女性建築士ならで
はの発想を大切にし、現代社会が抱えているさまざまな問
題、高齢者にとって、あるいは子育て世代、子どもたちに
とって、いかによりよい居住環境を提案できるか、その礎
となるよう活動を行ってきた。全国女性建築士連絡協議会
は年１回開催。建築士が一堂に集まる全国大会では、女性
委員会のセッションを担当。参加者にとって、これからの
活動の糧となるような企画を運営⑤会費は各建築士会で定
める⑥基本的に建築士法５条により免許を受けた建築士⑦
⑧同連合会・東京都港区芝５、建築会館５階・電
話⑨授業を熱心に聴くことが大事。他の学
科に比べ、建築系の学科は宿題が多いので、宿題等の課題
にはしっかり取り組み、何事にも興味を持ってチャレンジ
精神を絶やすことなく、取り組んでください。グローバル
な時代になってきたので、語学教育と可能であれば留学も
あるといいです。視野が広くなり、学生時代の貴重な経験
の一つとなります。

◆北陸技術士懇談会「北陸の女性技術士の会」①北陸技
術士懇談会②行政、コンサルタント、測量、地質など、主
に建設分野にかかわる業種③他社の女性技術者と親睦を図
り、情報交換、意見交換等を行うことで女性特有の不安や
悩みが解消したり、知見を広げる場を提供することを目的
として、年に活動を開始④毎年、北陸３県（富山、石
川、福井）の持ち回りで各県のメンバーが企画・準備等を
行い活動しています。まちづくりの現場巡り、各県の伝統、
文化、産業等を学んだり、外部講師による講習会を開催⑤
，円⑥北陸３県に在住または勤務している技術士試験
合格者（１次、次）であれば誰でも可⑦北陸３県⑧石川県
金沢市泉本町２（日本海コンサルタント・電話
、ファクス。e-mail:gijyutsu_ish
ikawa@nihonkai.co.jp⑨若い女性技術者が増え、未婚・
既婚問わず、ワーキングマザーなど働き方もさまざまです。
建設業界の職場は厳しいと言われがちですが、働きやすい
職場環境を目指して業界や各社が改善への積極的な取り組
みを実行しています。さまざまな業種があるので自分のや
りたいこと、自分に合った会社を見つけて下さい。

◆宮城県建設業協会「宮城建設女性の会」①一般社
団法人宮城県建設業協会②建設業③官民挙げての建設産業
の担い手の確保・育成に向けた取り組みが加速する中、建
設産業での女性の入職促進・定着や職場環境の改善、建設
産業のイメージアップ等、女性のネットワークを構築する
ことで建設産業での女性が活躍できる環境整備を目指しま
す④ネットワークの構築、県内での女性の入職促進・定着
や職場環境改善、女性の目線による戦略的広報⑤なし⑥宮
城県建設業協会会員企業に属する女性、本会の趣旨に賛同
する宮城県内で建設産業に携わる女性⑦仙台市青葉区支倉
町２⑧同会・電話。e-mail:jigyo@miy
akenkyo.or.jp⑨現場の環境や衛生に取り組む仕組みが変
わり、女性技術者や重機オペレーター、大型ダンプカーの
ドライバーなど女性の感性や丁寧さは好評で現場からも引
っぱりだこです。新３Ｋ（給料が良い・休暇が取りやすい
・希望がもてる）も進んでいます。どんな仕事も働くとい
うことは、厳しいことです。だからこそ「やり甲斐」のあ
る仕事に携わってみませんか。　

◆砂防学会「女性の会」①公益社団法人砂防学会②砂防
にかかわるあらゆる業種③会員間の互助および交流の推進
④女性会員同士の親睦と励まし合い、女性にとっても魅力
があり、活動しやすい環境作り。年１回、学会時に総会を
開催⑤なし⑥学会員のうち、所属や性別を問わず、本会の
主旨に賛同し、入会を希望する者⑦砂防学会⑧同事務局
（若原・e-mail:amusel@cc.tuat.ac.jp)、笠井(e-mail:kasaim
@for.agr.hokudai.ac.jp）⑨「女性」ということで、最初
に設定されているハードルが男性よりも高いこともあるか
もしれません。しかし頑張っていれば、性別に関係なく努
力は認められるはずです。周囲にとって欠かせない存在に
なれば、周囲の協力も得られやすくなり、環境は次第に整
っていくのではないでしょうか。

◆日本建設業連合会「けんせつ小町委員会」①一般社団
法人日本建設業連合会②総合建設業③女性活躍推進に関す
る活動を一層強化することを目的に年４月に設立④国
土交通省と建設業５団体連名で策定した「もっと女性が活
躍できる建設業行動計画」で掲げた「女性技術者・技能者
を５年以内に倍増」を目指し各種活動を展開中。建設業で
活躍する女性の愛称「けんせつ小町」とロゴマークを定め、
建設業には女性が活躍できる職種が多数あり、入職を歓迎
していることをＰＲ。「『けんせつ小町』が働きやすい
現場環境整備マニュアル」および同チェックリストを活用
し働きやすい職場環境の実現を要請男女双方の意識改革
を推進するためにセミナー、フォーラムを開催夏休み期
間中に女子小中学生とその保護者を対象に「けんせつ小町
活躍現場見学会」を開催⑤⑥なし⑦東京都中央区八丁堀２
－５－１、日本建設業連合会内⑧同事務局・電話
。e-mail:komachi@nikkenren.or.jp⑨大手ゼネコ
ンでは他産業に負けない賃金水準、休日の拡大等、処遇の
改善に取り組むとともに、女性の活躍推進を進め、女性技
術者も増えています。ぜひ建設業に入ってきてください。

◆日本建築積算協会「積女ＡＳＳＡＬ」①公益社団法人
日本建築積算協会②建築積算③女性が少ない業界において
行動力、体力、技術力のある「よき相談者・助言者」とな
り、建設業で働く女性が交流する場づくり、女性のスキル
アップの場づくりを提供することを目的としています④交
流会や茶話会を定期的に開催⑤基本的に無料⑥男性の参加
も歓迎⑦東京都港区芝３、サンライズ三田ビル３
階⑧同協会事務局・電話：。e-mail:hp@bs
ij.or.jp⑨幅広い方からの参加を期待していますので、ぜ
ひ一度ＡＳＳＡＬに遊びに来ませんか。

◆日本建設産業職員労働組合協議会「女性技術者会議」
①日本建設産業職員労働組合協議会②産業別労働組合（ゼ
ネコン）③建設産業のあり方、将来像について女性技術者
からの生の声を聞くため年に初めて開催。日建協の提
示するテーマについて女性の視点から議論、出された意見
を政策提言に生かし、建設産業のワークライフバランス推
進をめざしています④毎年、日建協の提示するテーマに沿
って女性技術者が議論を行います。年度は、前年の会議
において女性技術者から「女性技術者は働き続けるために
似たような問題を抱えている。それを男性の作業所長や経
営者はどのように捉えているのか」といった声があったこ
とから、女性技術者と男性技術者が本音で議論する場を設
定⑤なし⑥毎年加盟組合に対し、会議に参加する女性技術
者を募集し、参加者を選定⑦東京近郊⑧日建協政策企画局
産業政策グループ（戸井田和幸）・電話⑨
建設産業には創造する喜びがあり、建設したものが後世に
残るなど、大いに魅力のある産業です。女性活躍推進の機
運が高まり、さまざまな面で働きやすい環境が整いつつあ
ります。これからも皆さんとともに、誰にとっても働きや
すい職場環境作りを推進します。

◆地盤工学会「男女共同参画・ダイバーシティに関する委
員会」①公益社団法人地盤工学会②地盤にかかわる業種
③企画部において男女共同参画推進に関わる活動を年
ころから本格的に開始。６年間にわたるさまざまな活動・
検討の末、年度に本委員会が発足。ダイバーシティとは、
多様な人材の個性を価値として生かし、それぞれが実力を
発揮できる文化や環境の構築と定義され、先進的企業では
経営戦略の一環として取り組みが進んでいる。学会は多様
な人材の宝庫であり、仕事上の枠を超えたつながりが醸成
される機会も多く、ダイバーシティ推進が学会の価値を高
めると考えたため④ダイバーシティに関する意識の浸透・
定着と関心のある会員、技術者同士の交流支援⑤なし⑥当
学会の会員⑦東京都文京区千石４丁目番２号、地盤工学
会館⑧同事務局・e-mail:jgs-diversity@jiban.or.jp⑨地盤
工学は地震や洪水などの自然災害から私達の暮らしを守
り、道路や鉄道、エネルギー施設などの社会・経済活動を
支える基盤を整備して、私たちの良質な生活環境空間を作
る学問分野です。みなさん、人びとの幸せを支えていく仕
事を一緒にやりませんか。

◆「一般社団法人土木技術者女性の会」①なし②大学等
の教職員、政府・自治体、建設業全般③年に土木学会で
企画された女性土木技術者座談会に出席したメンバーが、
独自に任意団体として設立。年に一般社団法人格を取
得④土木界で働く女性技術者同士の励ましあい、知識向上、
女性に魅力のある働きやすい環境作り、社会的評価の向上、
土木技術者を目指す女性へのアドバイス⑤正会員，円、
学生会員無料、サポーター（個人・団体）会費１口，
円（１口以上）⑥正会員：主に土木技術の業種に従事する
女性。学生会員：土木技術の業種に従事を予定している女
性かつ学生。サポーター：応援してくださる方・団体、性
別等問わず⑦全国⑧同事務局（松本、佐藤）・電話
。e-mail:infoswce@womencivilengineers.com http:
//www.womencivilengineers.com/⑨土木は人びとの命
と暮らしを守り、真の幸福をもたらす重大な使命を担って
います。大変な面もありますが、やりがいのある仕事です。
私たちと一緒に、社会に貢献するとともに、これからの建
設業界を男女ともに働きやすい職場にしていきましょう。

◆日本建築仕上学会「女性ネットワークの会」①日本建
築仕上学会企画事業委員会②総合建築業、各種建築施工、
建材メーカー、設計③女性建築技術者が会社を超えた横の
つながりを持てるように３年前に設立④女性が建築業にお
いて活躍できる仕組みづくりの提案、女子学生が建築業に
興味をもってもらえるような活動⑤なし⑥日本建築仕上学
会の個人会員もしくは法人会員である企業、団体に属する
企業に属していること。講演会は非会員も参加可能⑦⑧同
学会・東京都港区５建築会館６階・電話
（主査・熊野康子・e-mail:shiage@finex.co.jp）⑨
建築業は女性にとって追い風が吹いている業種です。建築
現場はよい環境が整えられてきています。女子学生の方に
１人でも多く建築業に進んでいただけるよう現場見学会な
どを開催すると共に、就職した後も講演会や懇親会を通じ
て元気を与えられるように活動しています。情報交換もで
きますので、ぜひ積極的に参加して下さい。
＊年秋に発行されたミドリ安全の『ワーク女子力』に、
同会の座談会、試着の様子、現場での活動が掲載されてい
ます。

◆日本測量協会「測量・地理空間情報　女性の技術力向上
委員会（ソクジョの会）」①公益社団法人日本測量協会
②測量③多様な働き方ができる測量・地理空間情報業界に
従事する女性に向けて、視野を広げ知識や技術を深めるこ
とができる場づくり、および情報交換・親和などを目的と
して設立④業界全体の理解を求めていくとともに、女性自
身の技術力向上のための情報発信・情報共有を通じ、主力
技術者として女性がより活躍できるよう技術的バックアッ
プをします。大学訪問、セミナー・交流会、ｅ・ラーニン
グ等を開催⑤なし⑥設立の趣旨を理解し一緒に活動してい
ただけること。測量・地理空間情報分野の未来に夢を持っ
ていること⑦東京で委員会開催。地方遠征あり⑧同事務局
・e-mail：hatarakujosei@jsurvey.jp⑨測量、地図、地理
空間情報は、縁の下の力持ちとして日常生活に深く関わっ
ています。活躍の場所は、海・空・陸の全フィールド。仕
事の形も、屋内作業から屋外の現場、個人ワークからチー
ムワーク、デスクワークから力仕事までさまざまです。一
緒に未来を創造しませんか。

◆和歌山県建設技術協会「研修部女性グループ」①和歌
山県建設技術協会②地方自治体職員③男性職員が大半を占
める公務員の建設技術部門において、女性技術者が能力を
十分に発揮できるよう、ワーク・ライフ・バランスなど研
修を行い、今後のキャリア形成、それぞれの組織での悩み
相談や意見交換、交流を促進し、よりよい職場環境作りを
目的としています④女性建設技術者向けのセミナーや現地
研修会などを開催⑤なし⑥和歌山県建設技術協会会員もし
くは和歌山県内地方自治体の女性建設技術者⑦和歌山県和
歌山市小松原通１１（和歌山県庁内）⑧同グループ（和
歌山県庁県土整備部県土整備政策局用地対策課・雑賀）・
電話、ファクス⑨建設業は
誰かを守る・支えることのできる、とても魅力的な仕事で
す。さまざまな課題が立ちはだかることもありますが、完
成した時の達成感や、「ホンマに、ようなったわ～」とい
う住民の方々からの喜びの声に頑張ってよかった、と本当
に思えます。土木の素敵なところは１人で造るわけではな
いところ。まずは、色々な分野からやりたいことを見つけ
て、自分を信じて突き進んでください。

◆日本道路建設業協会「なでしこエンジニアの会」①一
般社団法人日本道路建設業協会技術ＷＧ６　サブワーキン
グ②道路建設業、レンタル業、重機メーカー、測量機メー
カー③女性が少ない業界で女性労働人口を増やす。現在働
いている女性労働者の職場環境を改善する。④情報化施工・
ｉＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの勉強会（新規市場研究）、
職場環境改善案検討、建設業における女性労働者ＰＲ（国
交省の講習会支援、広告制作）⑤なし⑥道路建設関連企業
に所属する女性であること⑦東京建設会館（東京都中央区
八丁堀）⑧同協会広報・技術部（加藤）・電話
⑨親しみのない業界でも、知識経験がなくても、やり
がいや適性は働いて初めて知ることが出来ます。自分に適
した職業、新しい自分を見つけられる職業に出会えるよう
に応援しています。
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◇谷川峰子さん（松尾工務
店建築本部内鉄筋部門主
任）　私は鉄筋工事部の責
任者をしています。この仕
事に携わって年になりま
すが、初めて勤務した会社
の上司に恵まれ建築業界に

もかかわらず女性だからといった偏見もな
くいろいろな経験をさせてもらいました。
経験が一番の財産、地道に頑張った結果
歳を過ぎた今、経験を生かし責任者として
活躍できる場を得ることができました。女
性としてではなく１人の人として評価して
もらい、皆で協力しあえる環境を作ればよ
り良いものづくりができ、すべてにおいて
よい結果が得られると信じて、常に前向き
に仕事をしています。 　（神奈川県）

◇白石沙弥さん（三菱地所
都市開発一部兼ビル営業
部）　何もない敷地に、求
められるものを考え、形に
する所が開発の仕事の魅力
です。開発の仕事に欠かせ
ないのは、実際に施設を見

ることや違う業種の人たちと会うこと。以
前は仕事量を重視しがちでしたが、街に足
を運び、友人と話す時間を確保することで、
良いサイクルが生まれました。プライベー
トで海外に旅行した際には、街の不動産屋
さんをのぞいたりします。自分が携わった
物件の前を夜通った時に、明かりがたくさ
んともっているのを見たときの感慨はひと
しおです。営業や管理などさらに経験を積
み、これからも開発の仕事に携わっていき
たいです。 　（東京都）

◇小池百合子さん（テイコ
ク環境防災解析室）　入社
以来、土石流やがけ崩れの
おそれのある土地の調査に
携わってきました。３年目
になりますが、最近では気
象・水防災分野の業務にも

挑戦しています。自分の裁量に任される部
分も増えたことで、責任も増えた分、やり
がいや面白さも増しました。入社当初は、
早く自分の専門分野を確立したいと考えて
いたため、自分が関わる業務範囲が思いが
けず広がっていくことに戸惑いもありまし
た。しかし、今は自分が「何屋さん」なの
かに拘らず、与えられたチャンスを最大限
に生かして、いつか社会に貢献できる技術
者になりたいと思っています。　（岐阜県）

◇奥木吉香さん（三菱地所
レジデンス街開発事業部開
発第三グループ長）　人・
街・建物を見ることが好き
で、街づくりの世界に入り
ました。担当したプロジェ
クト完成後の庭園で楽しそ

うに遊ぶ女の子を見た時の達成感は忘れら
れません。管理職としてメンバーの特性に
合わせポジティブに仕事ができる環境を目
指しています。子育てや介護をしながらの
業務は大変ですが、急場に備えた事前準備
を心掛けています。家族は仕事についてよ
く理解してくれ、重要なプレゼンの前に小
学２年生の息子がお守りを作ってくれたこ
とも。理想は〝女性特集がなくなること〟。
男女区別の発想が必要なくなり、当たり前
になると良いなと思います。　（東京都）

◇伊藤まゆみさん（長谷工
エナヴィエ）　建築現場の
警備・誘導は、近隣の皆さ
まと現場内の橋渡し的な役
割を担う非常に重要な仕事
です。特に搬入出車両の誘
導は、現場によって交通量

や周辺環境が違うため、その場所や時間に
あったやり方を考え、瞬時の判断が必要に
なると思います。その際に、搬入出車両よ
り近隣の皆さまや一般車両の方を最優先す
ることはもちろんですが、さらに安心感を
持ってもらうためのコミュニケーションを
大切にしています。安全・安心を心がけ
「お先にどうぞ」「お気をつけて」と声を
かけ、気持ち良く現場の作業も進められる
ように日々精進していきます。　（東京都）

◇土山淳子さん（鹿島北海
道支店管理部長）　性別に
よらず能力と適性で評価、
判断され、女性でもやりた
いこと、やれることが普通
にできる会社にしたいとい
うことでした。今は女性初

の管理部長として支店の事務系業務全般の
責任者をしています。男性中心の会社で苦
労が多いと思われがちですが、道を切り拓
くことに大きなやり甲斐を感じて頑張って
きました。初めから完璧でなくていいし男
性化する必要もありません。少し高めの目
標を持ち自分にできる精一杯をやること。
諦めず限界点を自分で作らないことです。
仕事を通じて思いがけない自分に出会える
ことでしょう。 　（北海道）

◇鈴木小織さん（中村組建
築部工事課、常葉通所リハ
ビリテーション新築等工事
作業所）　建築の現場監督
をしています。朝礼から１
日が始まり、その日の作業
確認や翌日の打ち合わせ、

片付けや施工の確認、墨出しなどをしてい
ます。事務所では、協力業者さんとの作業
打ち合せや施工図の作成、安全書類の整理
などを行います。建築関係を専攻してこな
かったので苦労も多かったですが、１人で
できるようになった時や次のステップの業
務に挑戦し仕事の幅が広がった時にやりが
いを感じます。尊敬する先輩を追いかけな
がらお客様のニーズに合ったものを最善の
形で提供でき、また関係者と円満に仕事が
できるよう精進していきます。　（静岡県）

◇井上繁美さん（安井建築
設計事務所東京事務所設計
部設計主任）　昨年月か
ら羽田空港に出向し、ター
ミナルビルの設計業務に携
わっています。共同してい
る各社はそれぞれのカラー

があり、仕事の進め方や設計の考え方、働
き方等の違いから刺激を受ける毎日です。
社外の環境で働くことは初めての経験であ
り、自分自身を振り返るいい機会になって
います。社内では一通りの仕事に慣れ、自
分のやり方や考え方が固まってきたところ
でした。自分のスキルアップの為にも、ま
た社内に新しい風を送るためにも「今まで
学んできたこと、常識だと思っていたこと
を一度見直してみる」ことが重要だと感じ
ています。 　（東京都）

◇今田美幸さん（ジョンソ
ンコントロールズ営業推進
本部設計部）　私はお客様
の省エネニーズを実現する
自動制御システムの設計を
担当しており、３人の男の
子を持つ母親です。仕事と

母親業の両立の難しさを日々痛感していま
すが、自然と私や夫、父で家事や育児を分
担する体制ができ上がり、時短勤務などの
制度を活用することで忙しくも充実した日
々を送ってきました。仕事の一番のやりが
いは、自動制御技術の分野から「省エネ」
にアプローチすることで、子どもたちの世
代により豊かな環境を残すことに貢献でき
ることです。今後も、家族の協力と職場の
理解に感謝しつつ、サスティナブルな未来
の実現に貢献していきます。　（東京都）

◇遠藤沙希さん（長谷工コ
ーポレーション建設部門第
二施工統括部、（仮称）世
田谷区粕谷２丁目計画新築
工事）　大学４年の時、現
場で働く先輩を見て「かっ
こいい」と思い、この仕事

に飛び込みました。導入研修を終えてから
当作業所に配属されましたが、最初は分か
らない専門用語ばかりで戸惑いました。現
在はコンクリート工事の担当を任され積算
から配車の手配、工事管理を行っています。
責任は重大ですが、その分やりがいも感じ
ています。所員や大勢の職人さんとのコミ
ュニケーションは大切で、学ぶことばかり
です。悩んだ時には相談できる先輩もいる
ので「ものづくり」ができる現場での仕事
を続けていきたいと思います。　（東京都）

◇大嶋麻央さん（大島組土
木部技術係）　高校選択の
時に特に理由もなく工業高
校を受験し、なんとなく土
木科を選択しました。そん
な私が今、土木の現場監督
として働いています。この

仕事がやりたかったわけでも、誰かに言わ
れたわけでもありません。でも、やると決
めたからには覚悟を決めて取り組んでいま
す。この仕事に就いて４年が経ちました。
土木の深さを知り、面白さや達成感も味わ
えました。時には嫌なことだってあるが…。
まだまだ未熟な私ですが、これからも土木
に係わっていきたいと強く思う。なんとな
く選んだ土木の道ですが、今はどっぷりハ
マっています。 　（新潟県）

◇小澤恵理子さん（サンコーコンサルタン
ト東日本支社地質部地質課）　私は現在水
に関する調査・解析の仕事に携わっていま
す。私たちの仕事は国民の安心・安全な環境
を提供することなので責任は重大ですが、
社会貢献に直結している点では非常にやり
がいを感じる仕事でもあります。また、出
張の際にその土地由来の食べ物や文化に触
れることができるのもこの仕事の醍醐味と
言えます。最近は私の周りでも女性技術者
が増え、社内も含め業界全体が賑やかにな
ってきました。この賑やかさをさらに拡大
させるため、そして女性が働きやすいと感
じる環境づくりの推進を目指し、これから
も頑張っていきたいと思います。

（東京都）

◇加藤千尋さん（三建設備
工業）　ヘルメットに安全
帯、作業着を着て現場の第
一線で働き、３年目になり
ました。私は、建設現場で
設備工事の施工管理をして
います。具体的には設計図

面の内容を検討してから施工図を作成し、
現場管理に至るまでです。業界の中でも女
性監督はまだ少なく、現場での働き方は手
探りな状態です。しかし、やる気と実力が
伴えば女性監督として新しい働き方を実行
する好機があると思います。今後はその好
機を生かして臆せず何事にも挑戦し、現場
で働く女性の１人として活躍の場を広げら
れたらと思います。まずは、１級管工事施
工管理技士の免許取得を目標とし、日々の
仕事にまい進しています。 　（埼玉県）

◇河内里恵さん（富士古河
Ｅ＆Ｃ電設・建築事業本部
　電設事業部）　私は様々
な建物の電気設備の設計、
施工を行う部署に所属し３
年目になります。現在は新
築マンションの設計から施

工、照明器具の取り付け、配線工事といっ
た幅広い業務に携わり安全書類や施工図も
作成しています。印象に残っている仕事は、
地味ですが照明器具約台（箱）のダ
ンボールに部屋名を記入した事です。私は
作業のし易さを考えながら明記・配置をし
たつもりでしたが、人によって受け取り方
もさまざまだと先輩から指摘を受け、「職
人さんと同じ目線で考え仕事をしなければ
！」と強く感じ、その後の仕事でもその事
を心がけて取り組んでいます。　（千葉県）

◇喜多川絵梅さん
　　　　　（Best Angle）
　ことしの８月まで子育て
に専念していましたが、子
どもが小学生になって一段
落したので、知人の勧めで
配筋写真を撮影する仕事を

始めました。写真を撮るには構造図が読め
なくてはいけませんし、開口部や出隅部の
補強が必要になるなど覚えることがたくさ
んあります。最近は、マンションが作られ
る過程に興味も出てきました。まだ、一人
前までの道のりは遠いですが、一緒に働い
ている先輩のアドバイスを受けながら少し
ずつ学んでいきたいと思います。子どもが
急に病気になることもありますが、会社が
すぐに対応してくれるので安心して働いて
います。 　（東京都）

◇子安茜さん（松尾工務店
建築本部、平成年度号
地その２ふ頭内貿上屋（仮
称）新築Ⅰ期工事）　祖父
が大工でいつも家を建てて
いる現場に遊びに行ってい
ました。要らなくなった木

材で工作するのが楽しくて、当然のように
建築の世界に入りました。入社１年目でこ
の現場に配属されましたが、縦約㍍の
屋根材を、職人さん人が一丸となっ
て設置するのを目の当たりにして現場の醍
醐味を感じました。今は２級建築士の資格
だけですが、施工管理技士や１級建築士の
資格を取得していずれは所長になりたいと
考えています。任される仕事が少しずつ増
えてきました。失敗もしますが経験と捉え
一歩一歩進んでいきたいです。　（東京都）

◇佐藤菜都美さん（サムシ
ング調査部）　会社は、地
盤の調査から設計、施工、
保証をまでを行っています
が、私は初期工程の調査部
門に所属しています。ボー
リング調査の結果を受け、

報告書を作成しているのですが、入社３年
目なので今まで必死に頑張ってきたといっ
た感じです。地盤は見えないので難しく知
識と経験がものを言うのですが、文献や資
料で調べ、解析し報告書を作成するときは
探求心をくすぐられ完成したときには達成
感を得ることができます。今、社内では、調
査以外にも品質管理も任されているので、
一層働きやすい環境・仕組みをつくってい
きたいと思います。

（東京都）

◇真田彩花さん（三和建設
東京本店工事グループ）　
今年４月に入社し現場で施
工管理をしています。大き
な荷物などを運んでいると
「荷物が歩いてる」と冗談
を言いながら手伝ってくれ

る先輩や職人さんなど、周りのサポートも
あり恵まれた環境です。初赴任の現場はあ
っという間でしたが、建物ができた時の感
動とお客様の笑顔は忘れられません。東京
の工事グループで女性の施工管理職は現在
私だけですが、先輩方と話しやすい環境な
ので不安もなく楽しく働いています。私が
改善点を発信することで、将来の女性の後
輩のための環境づくりに繋がると考えてお
り、この環境を生かし発信し続けます。

（東京都）

◇宍戸洋子さん（寿建設工
事２部）　現場の手伝いを
していく中で、写真や測量、
図面を描く等の経験を積
み、歳を過ぎたころ東北
地方建設局（当時）では初の
女性現場代理人だという話

がありました。土木の世界は奥が深く試行
錯誤の連続だからこそ、何かを創造したく
て頑張れたと思います。工事完了時は安堵
感だけですが、数年後、街になった姿を見
ると「思い出の１枚の写真」のように感じ
ます。現場は七転八倒で、挫折の中、上司
や仲間、家族が背中を押してくれました。
後輩（女性）も家庭を持ち、国土交通省の
担当をしています。今は第一線を離れた業
務に着いています。今後も「寿の和」を見
守る業務を担当していきます。　（福島県）

◇曽我部幸代さん（中村建
設取締役管理グループ総務
マネージャー）　転職を機
に、建設業に携わるように
なって年が経ちました。
業務は、会社の心臓部とも
言える管理グループの総務

マネージャーです。また、昨年から取締役
となって経営にかかわり、あらためて大き
な責任とやりがいを感じています。他の執
行役員とともに工事案件の見通しや人員の
配置、予実管理、工事進捗、利益確保など
全般を担っています。建設業界はまだ男性
社会ではありますが、これからは女性なら
ではの目線や柔軟性、心遣いや対応など必
要になるでしょう。仕事と家庭を両立して
いる１人として働きやすい環境を提言して
いきます。 　（奈良県）

◇田中ひとみさん（ワイビ
ーエムファインバブル事業
開発部主事）　当社は「地
下と水の技術で明日の地球
環境づくりに貢献します」
というフレーズを企業理念
として、地盤改良機やボー

リングマシン、高圧のグラウトポンプ、水
質浄化装置などの土木建設関連、環境関連
製品を製造販売している会社です。私は、
その中で「水の技術」であるファインバブ
ル事業開発部に所属しています。目に見え
ないサイズの泡を扱うため、装置開発、試
験結果の評価など難しいことが多々ありま
すが、今後、国内だけではなく国際的にも
注目を集めるであろう分野に携わることが
でき、大変やりがいを感じています。

（佐賀県）

◇田辺綾花さん（山下設計
東京本社建築設計部門第３
設計部、１級建築士）　私
の両親は建築関係の仕事を
していたので自然にこの道
を志しました。大学で学ぶ
うちに、「よりダイナミッ

クな建築の設計に携わりたい」と考えるよ
うになり組織事務所に入社しました。６年
の間に病院や研究所の設計、また留学経験
を生かし海外プロジェクトにも係わってき
ました。そして現在は市庁舎の設計を行っ
ています。社会的な価値や街のシンボルと
しての価値などさまざまな価値を持った市
庁舎の設計は、非常に難しい仕事でありま
すが、同時に大きなやりがいも感じていま
す。今後も、スキルや知識を習得して、仕
事の幅を広げていきたいです。　（東京都）

◇筒井恵さん（朝日建設業
務本部　第二工事部主任）
　現在行っている仕事は、
役所から依頼される道路補
修の見積から請求までの業
務です。舗装の沈下した個
所、舗装の陥没、湧水、路

肩破損等小規模ですがさまざまな依頼があ
ります。それぞれの現場で利用する人の事
を考え出来上がりを想像しながら補修作業
を進めます。舗装が思った通りに仕上がる
と、あぁ、綺麗になって良かったという小
さな満足感が生まれます。小さな積み重ね
ですが、地域に寄り添う事で誰かの役に立
てる事を実感し、地域になくてはならない
会社になる事が今の目標です。

（富山県）

◇津野洋美さん（応用地質
人事企画室ＷＬＢ担当主
任）　大学で地質学を専攻
していました。入社後、Ｇ
ＩＳ事業部ではインドの会
社と地質図電子化作業、活
断層マップや液状化マップ

の作成などを担当。広報部ではカメラマン、
ホームページの企画・制作、会社案内作成、
展示会事務局、セミナーの司会など。今年
から人事企画室でワークライフバランス担
当となり、応用地質の働き方改革を推進し
ていきます。さまざまな仕事・人に出会う
ことで、新しい自分を発掘しては一喜一憂
の日々です。軸足を地質に置きつつ、自分
らしさを発揮できればと思います。「津野
にまかせて良かった」と言われるのが醍醐
味です。 　（東京都）

◇永野智華さん（本間組）
　ことし４月に入社し、当
社を含む３社ＪＶで受注し
た新潟東区警察署（仮称）
建築工事（新潟県発注）が
初めての配属先（現場）で
す。学ぶことが多く、苦労

も少なくありませんが、逆に常に新鮮な気
持ちで日々の業務に取り組んでいます。幼
いころに建設業に対するあこがれを抱き、
この世界に入りました。当該建築物の躯体
が立ち上がった時、ものづくりのすばらし
さとやりがいを改めて感じました。夢であ
る１級建築士を目指し今後も研さんし、お
世話になっている先輩や作業員の方々に成
長した姿を見せるのが当面の目標です。

（新潟県）



適正見つけ適所に配置　ＧＯＰ

女性チームＳＧコスモスも充実

こ
れ
か
ら
は
働
き
方
に
多
様
性

武蔵大学助教　田中　俊之氏
　　　　　　　　　　　　インタビュー
男女ともに働き方を考える

風
潮
と
現
実
の
狭
間
は
大
き
な
矛
盾

（９） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１６年（平成年）１１月３０日　（水曜日）

◇山形英子さん（元旦ビュ
ーティ工業広報室室長）　
広報室の仕事は、マスメデ
ィアやＷｅｂを通じて新製
品や会社の事を世間に知っ
てもらうための情報発信
と、製品カタログやＰＲビ

デオなどの営業ツール制作が主な仕事で
す。どの仕事も「自社の製品が選ばれるこ
と」を一番に目指して制作しています。広
報室は、技術部や営業部など他部署と係わ
りを持って会社全体を見渡しながら仕事が
できるので、やりがいがあります。また、最
近はドローンの空撮が手軽にできるため、
全国の竣工物件の撮影を行い、青空の下の
建物と屋根の美しさに触れられることは広
報の仕事の醍醐味ですね。　（神奈川県）

◇春名久美子（三井住友建
設土木設計部）　女性活躍
推進法により女性が働きや
すい環境整備が進んでいま
す。歳後半の私には、時
として過剰に配慮された施
策に感じることもありま

す。私世代の多くはワークとライフを常に
二者択一してきたのではないか。これから
は選択の自由が与えられたのだから、若い
世代には多くの経験を手に入れてほしいで
す。困難や制度の盲点に直面すると思いま
すが、私世代が試行錯誤したように、若い
世代が悩んで改善し、次の世代に継承して
ほしいです。今後、洗練された真の女性活
躍推進が実現し、労働人口減少に対する答
えとなることを期待します。　（東京都）

◇中村亜梨奈さん（大島組
建築部技術係）　私は、工期
内に工事が終わるように、
設計図通りに工事が進むよ
うに日々現場の管理・調整
をしています。仕事の面白
さは、この職業に就いてい

るからこそ見られるところがあることで
す。どのように建物ができているのか、壁
や天井の中はどうなっているのか、携わっ
ていないと絶対にわからないです。料理も
服飾もメイクも、いくらでも趣味で極める
ことはできるけど、この仕事はそうもいか
ないので、そこが面白く醍醐味なのだと思
います。そして、自分の知識として習得で
きた時に達成感を感じます。それが面白く
てこの仕事を続けています。　（新潟県）

◇中村典子さん（岩田地崎
建設人事部次長）　社会保
険関係を主に担当していま
すが、人事部の業務は多岐
にわたります。女性の働き
方がクローズアップされる
に従い、労働環境の整備も

進められていますが、まだ始まったばかり。
若い方々の成長には会社のバックアップ・
個人の意識、どちらも大切です。勤めてい
くうちにはモチベーションを保つことが大
変な時もありますが、職場環境を整えてい
くことで、向上心を持って、元気に働き続
ける女性が増えることにつながってくれれ
ばと思います。未熟ですが今後も真摯に業
務と向き合い、後輩たちにバトンパスでき
ればと思っています。 　（北海道）

◇波田野夏枝さん（ジャパ
ンホームシールド技術統括
部係長）　住宅地盤の調査
や解析をする会社で働いて
います。調査結果や地形な
どからその場所に潜むリス
クを探す仕事です。地盤は

マニアックで分かりにくい分野だと思いま
すが、私の説明で理解や納得をしてもらえ
たときは嬉しいです。技術的な知識だけで
はなく、いろいろな人の説明を聞いたり、
資料を見て学びながら、自分の経験を積ん
でいくことで少しずつ話にリアリティが出
てきた気がします。また、４年前には社内
に２人しかいなかった地盤系の女性が、い
まは８人もいることに最近気付いて、それ
も嬉しかったですね。 　（東京都）

◇林亜弥さん（前田建設工
業関西支店、ＲＷ南港中Ⅱ
作業所建築主任）　建築工
事の現場で施工管理の仕事
をしています。現在は大型
物流倉庫の現場に所属して
おり、建物基礎に関わる土

工事を担当しています。現場はどんな日で
も進んでいくので、大変だと感じることも
ありますが、計画したものが形として表れ
ていく、そしてそれが自分より長生きする
建物となり世の中に残っていく、そこが現
場で働く施工管理の一番の魅力です。建設
業はかっこいい仕事です。ものづくりに携
われるその一員として、働いていられるこ
とに喜びを感じながら、今後も働いていき
たいと思います。 　（大阪府）

◇林瑞貴さん（ダイダンコ
ンプライアンス対策室副主
任）　２年前に東京本社営
業管理部から、現在の部署
へ異動になりました。コン
プライアンス対策室は、独
占禁止法その他関係法令等

を順守した事業活動の徹底を図るための企
画・立案・実施が主な業務です。現在の仕
事は、全国の本部・事業所からの相談の整
理、顧問弁護士との調整を行うことなどで、
異動当時は、今までと違いルーチンワーク
がないので戸惑いました。それまで一事業
所の視点で会社を見ていましたが、全社的
な視点から見ることが出来るようになった
と思います。まだまだ勉強不足ですが、自
発的に動けるようになりたいと考えていま
す。 　（東京都）

◇平澤里枝さん（塩川組）
　私は年間、現場代理人
・監理技術者という立場で
工事現場で働いています。
世界の自然災害被害額の約
％が狭い日本の国土に集
中しています。このため、

「常に国を再構築し続けなければならな
い」と言われています。日本の建設業が国
の基盤を造り守り続けている、と自分の携
わる仕事に誇りと使命感を強く感じていま
す。そんな中、自然相手のこの仕事は責任
のある大変な仕事ですが、造るものはすべ
てオーダーメイドのモノづくりで、その都
度、多くの人と関わり、支えられ、苦労を
分かち合い造りあげていきます。その過程
で得られるものは、私の人生を豊かにして
くれる宝物だと思っています。　（長野県）

◇松森織江さん（東畑建築
事務所設計部主管）　建築
設計は、お客様のニーズを
顕在化して必要な機能や空
間を提供するサービスです
が、最後は出来上がった建
物の創造性や社会的価値が

評価されるクリエイションでもあります。
信頼や共感を確かにするコミュニケーショ
ンのなかで、常に建築の意義やかたち、デ
ィテイルまでを読み切った多義的な選択を
重ねていく作業ともいえます。とても面白
い仕事です。子育てを始めてからは、納得
のいくまで図面をひく時間もなくはがゆい
ものですが、かえって今何が重要な課題な
のか限定して集中するようになりました。
ＷＬＢはワーク寄り気味で子供に怒られて
ばかりの煩忙愉快な毎日です。　（大阪府）

◇三浦望さん（小野田ケミ
コ海外事業部営業部、ホー
チミン地下鉄１号線１ｂ工
区　地盤改良工事）　入社
して７年目ですが、ここ３
年は１年の半分くらいベト
ナムを中心とした海外出張

で過ごしています。現在、ホーチミン市の
地下鉄に携わっていて、開削トンネル部に
おける矢板変形防止のための地盤改良工事
の仕事をしています。言葉や文化の違う現
地スタッフと何度も打ち合わせを重ね、時
にはヒートアップしながらも１つのモノを
工期厳守で作り上げる達成感は何ものにも
代え難いものがあります。「社会の役に立
っている」と感じられるこの仕事が本当に
好きなので、海外を中心にできる限り働き
続けていきたいです。 　（ベトナム）

◇宮下立子さん（テクノ菱
和東京本店工務部工務課
長）　私は、年、当時
会社名が菱和調温工業に一
般職で入社しました。その
後、会社の中で一般職とい
う職制も無くなり、今年の

７月より工務課長を拝命いたしました。工
務課というのは、実際に設備工事を施工す
る工事部のサポートをする部署で、業務は
多岐にわたります。そのため、課員は、シ
ステム構築ができる人、法律や法規に詳し
い人など、それぞれ特化した知識を持ち合
わせています。今まで年間、さまざまな
部署で従事した経験から、いろいろな部署
とのかかわりも大切にしつつ、課長として
課員とともに、課題を解決するため具体的
な行動を示していきます。 　（東京都）

◇山城容子さん（日本工営
人事部課長）　人事部で主
に給与関係、女性活躍推進
に関する業務に携わってい
ます。育休から復帰して８
年、双子の子供たちも９歳
になりました。これまで産

・育休を取得した社員に対し、給与関連の
お手伝いをしてきました。そのため、給与
以外にも個人的な相談を受けることが多く
なり、この〝駆け込み寺〟的役割を社内の
制度として定着させたいと考えています。
また、子どもが産まれてから、仕事も家庭
も周りのサポートがないと先に進めないこ
とを痛感しています。サポートが必要な方
に当たり前に手を差し伸べることができる
職場環境を作っていきたいです。

（東京都）

◇山本麻生さん（振興電気
東京支店工事部工務課）　
入社以来、積算入力、ＣＡ
Ｄ図面作成などさまざまな
業務を学んできました。中
でも現場事務所に常駐した
際は、想像を超える量の提

出書類や図面、締め切り間近での建設会社
との緊迫した雰囲気など貴重な体験ができ
ました。私が描いた図面通りになっている
現場を自分の目で確認した際には達成感を
感じました。現在は社内で図面作成や書類
作成を行っています。より精度を上げた図
面作成を目指すため、第一種電気工事士・
消防設備士の資格を取得しました。今後も
経験を生かし、どの仕事でも＋αの考えで
楽しんで取り組んでいきます。　（東京都）

◇若林希恵さん（砺波工業
土木部）　当社受注の橋梁
下部工事の現場で測量から
施工管理の業務に携わって
います。初めての現場で右
も左もわからなかったです
が、先輩や現場の作業員の

方がたが丁寧に指導してくださり、少しず
つですが測量に慣れ、施工管理も分かって
きました。その中で、何もなかった場所に
構造物を作り上げることへの感動と自分が
携われたことへの喜びを感じました。これ
からも自分のこなす業務や作業など多くの
ことを学びたいです。そしていずれ現場を
任せられるように成長し、現場に携わる方
がたに信頼される技術者になることが目標
です。 　（富山県）

◇吉村由衣さん（大成温調
首都圏事業本部第二営業部
一課）　入社して４年目に
なり、営業職として働いて
います。４年間でたくさん
のお客様にお会いし、いろ
いろなことを勉強させてい

ただきました。担当が変わる際に、お客様
から今後も担当してほしかったと言われた
時、仕事にやりがいを感じました。今期か
ら部署が変わり、実際に施工中の現場に行
く機会が増え、より現職に近くなったよう
に感じます。今後も営業職として働いてい
く上で、社内外問わず一人ひとりの方と真
剣に向き合って、繋がりを大切にしていき
たいです。一人でも多くの方に私が担当で
良かったと思っていただけるように日々精
進していきたいと思います。　（東京都）
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　建設現場で使われる、多種多様な作業
台や台車。それらのほとんどはレンタル
製品だ。かつて鉄で作られ、その重さゆ
えに運搬時には大きな労力が求められ、
ぶつけたり倒れた際には大きな事故を引
き起こした。そうした状況を改善するた
め、年以上前にアルミ合金製にし、事
故発生軽減に結びつけたのがジー・オー
・ピー（東京都渋谷区、千田豊治代表取
締役）だ。
　千田代表が常々「企業は継続なり、努
力し続けるのは男性より女性の方が得意
だ」と語るように、早くから女性の活躍
を見抜いていたという。そのため、女性
が働きやすい職場環境づくりを、早くか
ら進めてきた。中でも、独自の育児休業

制度は、国が制度化するよりおよそ年
早く設けた。産後や育児休暇後も安心し
て働ける企業風土がある。
　千田代表は「現場の人にケガをさせな

い」という強い思いを持つ。そのため、
徹底した現場主義を貫く。新入社員はす
べて、顧客現場での勤務からスタートす
る。年４月には、現場での朝礼で安
全教育を担う女性だけのチーム「ＳＧ
（セーフティ・グッド）コスモス」を発
足させた。彼女らの活躍が、現場の安全
を守る大きな一助となっている。
　女性社員の採用にも積極的で、毎年新
卒採用を実施している。現場配属終了後
はジョブローテーションによって、すべ
ての職種を経験させる。「入社前には分
からなかった適性を本人も会社も見極め
る。事務職で採用した社員が営業職とし
て活躍している例もある」（岩本弦企画
部長）。男女区別のない働き方も、女性
にとって魅力的な職場だ。
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